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濟
地
瑰
學
的
觀
察
の
對
象
ミ
し
て
の
挺
濟
現
象
に
就
^

て 

六
*\(

.V
.

ユ
八)

か
を
考
究
す
る
爲
め
ひ
も
の
で
あ
る
0

地
域
的
特
殊
性
は
經
濟
現
象
の
本
質
と
時
間
の
經
過
と
地
理
的
條
件
と
で
定
ま
る
が
故
に
、
經 

...濟
學
的
•
歷
史
的
考
察
が
地
理
學
的
考
察
と
共
に
常
に
.必
要
.で
あ
る
。(

第
五
節)

經
濟
現
象
は
地
理
的
環
境
と
も
な
る
。
經
濟
現
象
の
一
國
に
於
け
る
織
括
的
全
體
が
表
す
と
こ
ろ
の
經

濟

的
發
展
の
段
階
は
、
文
匕 

環
境
中
Q

f

 

_

的
な
もQ

急
へ
ら
れ
る
。
特
定
の
經
濟
現
I

他Q

經

窺

象

に
®

し
て
I

と
し
I

I

べ
き
か
結
果
と 

•し
'て
.見
ら
る
べ
き
か
は
事
實
上
の
關
係
で
奢
る
が
、
大
體
に
於
.い
て
•經
濟
現
象
の
集
團
は
そ
こ
に
所
屬
す
る
經
濟
現
象
の
環
境
で
あ 

る
場
合
が
多
い
で
あ
ら
ぅ
し
、

一
地
域
內
の
各
產
業
中
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
產
業
が
同
様
に
環
境
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
思
は
1 

る
。(

第
六
節)

(

昭
和
十
二
年
五
月
廿
ニ
日
記)

ア
ル
フ
レ

ッ
ト
•
ヶ

ー

ラ

ー

の

勞

働

者

解

放

理

論

藤

.

林

敬

三

.

 

'

目
’

次
.

1 

>

勞
働
者
解
放
.理
論
の
問
題
に
對
す
る
諸
限
定 

ニ
、
資
本
の
消
耗
と
そ
の
保
有
量
に
關
す
る
理
論
的
分
析 

三
，
技
術
的
迆
涉
の
諸
形
態

四
、
社
會
的
平
均
資
本
密
度
の
增
大
と
勞
働
者
の
解
放
'

五
、
被
解
放
勞
働
者
の
創
出
過
程
と
合
理
化
利
潤
に
依
る
補
償
作
用
の
吟
味
.

V

 

.

六
、
賃
銀
低
下
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
：に
依
る
補
償
作
用
の
吟
味

七
、
ヶ
ー
ラ
，丨
の
勞
働
者
解
放
理
論
に
對
す
る
批
評

.J 

. 

.

. 

■

火
戰
後
の
、
そ
し
て
ま
た
特
に
ー
九
ー
ー
九
华
以
後
の
異
常
な
失
業
現
象
を
拉
映
し
て
、
從
來
の
補
償
說
に
對
し
て
、
ド
イ
ッ
の
學
界 

に
於
い
て
、
先
づ
こ
れ
に
衝
_
を

加
へ
た
も
の
が
レ
ー
デ
ラ
1
の
，

「

技
術
の
進
涉
と
央
業
1_-

に
關
す
る
理
論
で
ぁ
：り
、
更
ら
に
ケ
ー
ラ
ー

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
•
ケ
ー
ラ
！
の
勞
働
者
解
放
理
論 

•
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九
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八
五
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.ア
ル
フ
レ
ッ
ト
‘
ヶ
ー
ラー

の
身
働
者
解
放
理
論 

» 

七
0 

r

人
六
0)

の
勞
|

解
放
理
論
で
あ
る
。，(

註
一)

'.

■私
は
旣
に
馨
に
關
し
て
は
、
|

理
論
.の
概
要
を
傅
.
i

つ
こ
れ
に
多
少
の
評
價
を
加 

へ
た
の
：で
あ
る
が
I

D
、
'
こ
れ
に
次
い
で
本
論
ぬ
於
い
て
は
後
者
の
I

を

樣

し

て
^

(
§

 Alfred 

K

f
 

Die T
h
l

 der 

A

l

e

r

l

l
 

d

l
 

d
i

m
e

 i
l
l
i
c
h
e

 A
b
b
l
u
n
g

 des 

modemen Tech

5.sfe3ngsprozes.s

.̂1933.

(

註
ニ)
，拙
稿
1技
術
の
進
涉
と
失
榮
K
本
誌
第
三
十
卷
第
十
一
ー
號

〕

從
來
抓
償
說
に
し
ろ
、
勞
働
者
解
放
說
に
せ
ょ
、
各

4

Q
理

論

上

.の

主

張

に

關

し

て

は

可

成

種

々

.な
f

の
を
含
ん
で

ゐ
る
の
で 

あ

る
力

ま

た

特

に

勞

働

者

解

放

週

論

の

場

合

に

は

^

失

業

現

象

に

對

し

て

そ

れ

が

持

つ

所
の

意

_

、

乃

至

は

理

論

上

の

問

題

が

必

ず 

し

も

明

確

に

農

て

は
I

い
。

し

かI

Q

S
相
I

理

論

上

に

特

徵

的
S

異
I

参

重

要

I

由
I

る
。
從
つ
て
吾
 々

は
先
づ
ケ
丨
ラ
丨
の

こg
..

點

に

關

す

る

見

解

を

知

つ

て

置

く

こ
と
が

必
要
で
I

O
 (

註
三)

先
づ
、

i

i

響

、
す

H

、
_

霞

|

隱

減

塞

t

i

な
い
。
蓋
し
過
去
の
事
實

は
明
力
に
力
く
の
如
き
就
業
勞
働
者
數
の
絕
對
的
減
少
を
否
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
I

。其
處
で
通
募
働
者
解
放
理
論
に
取
つ
て
は
、 

失
業
の
增
大
と
い
ふ
事
實
が
重
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
對
し
て
は
、
？

此

重

象

的

失

業

現

象

と

解

放

理

論

と

歷

i

L

置

人

口

i

l

て
、
蒙

2

ふ
。
f

 

I

Q

i
人
口Q
?

依
つ
て
生
じ
得
る
し
、
ま
た
經
濟
I

f

 ロq

増
加
に
及
ば
な
い
場
合
に
は
、
失
業
I

I

加
す
る
。

し

か

し

こ

言

は

勞 

働
者
の
I

奈

f

 

■
し
て
無
關
係
で
あ
る
。
從
つ
て
吾
々
は
失
I

増
加
か
ら
尙
ほ
未
募
働
者
の
解
放
を
蠢
す
る
こ
と
は

出
來
な
い」

と
。
事
實
、
現
實
で
は
失
業
現
象
は
經
濟
生
活
の
進
展
と
收
縮
、
人
口
の
增
加
*
及
び
勞
働
漭
の
解
放
の
諸
事
態
の
錯
綜
の 

上
に
現
は
れ
る
。
.其
處
.で
勞
働
者
解
放
理
論
の
任
務
は
、
こ
の
人
口 Q

增
加
と
經
濟
發
展
と
か
ら
獨
立
し
.て
、

就
業
勞
働
者
數
を
減
少 

.せ
し
め
る
經
濟
現
象
の
存
在
を
證
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

か
く
て
ヶ
ー
ラ
ー
の
勞
働
者
解
放
理
論
を
簡
單
に
限
定
す
れ
ば
*
次
ぎ
の
如
く
に
な
る
。
そ
れ
は 

.(

一‘

)

就
'業
勞
働
者
數
の
絕
對
的
減
少
を
問
題
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、 

‘

(
1
1
)

失
業
.0
景
氣
的
變
動
に
關
係
せ
.ず
、 

.

.(

三)

人
.
.ロ
の
增
加
と
無
關
係
で
.あ
り
、
ま
た

(

四)

經
濟
生
活
の
發
M
と
，收
縮
か
ら
獨
立
せ
る
所
の
、
勞
働
者
排
除
の
現
象
を
取
"
擧
げ
や
ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

更
ら
に
彼
の
謂
'ふ
所
に
從
へ
ば
、
そ
れ
は

(

五)

勞
働
者
排
除
の
歷
史
的
必
然
性
を
問
題
と
し
得
な
い
も
«>
で
あ
る
。
藎
し
こ
れ
を
問
題
と
す
る
こ
と
は
、
當
然
技
術
的
、
從 

つ
て
.ま
た
自
然
科
學
的
諸
發
明
の
經
濟
的
關
聯
に
於
け
る
必
然
性
を
取
り
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
假
令
こ
の
必
然
性
の

:

發
肢
を
概
觀
し
得
る
と
し
て
も
、
'そ
れ
は
旣
に
勞
働
者
解
放
理
論
の
問
題
以
上
に
出
.で
た
る
も
の
で
あ
る
'か
：ら
で
あ
る
。

恐
ら
く
吾
々
は
尙
ほ
今
.一
つ
の
點
を
此
處
に
附
加
す
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
.0
そ
れ
は
偶
そ
農
業
とH

業
と
の
關
聯
に
就
い
て 

.彼
の
述
べ
て
ゐ.
る
所
で
あ
る
が
、
嘗
つ
.て
農
業
的
活
動
(0
範
圍
内
に
.あ
づ
た
も
の
が
、
農
村
，か
ら
都
市
に
移
さ
れ
て
、
此
處
で
X
業
活 

M
に
#
じ
，た
も
の
が
あ
り一

•
.例
へ
ば
、
紡
織
業
の
如
，き
は
こ
の
典
：型
的
な
も
の
：で
'あ
る——

ま
た
農
業
勞
働
中
、
穀
物
0.
刈
入
れ
.の

，■ア
ル
フ
レ
，.ッ
ト•.
ヶ
1
フ..
T
の
，.勞
‘働
者

解

，放
.
理
論
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ア
ル
：

rv

レ
ッ
ト•ヶ
？
ラ
，—

，の
.勞
働
者
解
放
.理
論
. 

七
~

如
1

機
械
化
さ
れ
る
と
I

、
刈
入
機
械
の
.唐
に

於

け

る

X
業
勞
働
者
の
增
加
を
惹
起
す
る
。
そ
し
て
.こ
れ
等
の
事
S

一
 
方
_ 

業
農
け
る
勞
働
笤
解
放
の

.問
題
と
し
て
も
、
I

他
方
工
業
に
.於
け
鼻
働
者
の
補

償

の

問

題

S

あ
る
力

そ
れ
等
は
共
に
彼
の
勞
働
者
解
放
理
論
.の
.問
題
か
ら
排
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
.こ
れ
と
同
樣
.の
問
題
は
.國
際
的
分
業
の
發
展
と 

し
て
のH

菌

と

_

f

 

Q

.

I

Q

關

係

彘

い

？

見
ら
れ
る
？

あ
る
。
し
か
k

f

亦
彼
の
問
f

は
I

な
.

い
。
か
く 

て
吾
々
が
此
處
.で
確
定
し
得
る
こ
と
は
、
彼
の
解
放
理
論
が
、

：

，

(

六
.

)

新
し
い
H

I
產
部
門
を
疆
づ
け
得
る
.所
の
、
新
塵
技
術
の
發
展
|

然
考
慮
外
に
置
い
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
點
で
あ
る
。 

以
上
|

點

は

ャ

？

|

_

解
|

論
の
問
題
論
す
る
置

f

し
て
、
旣

し
て
彼
I

緊

I

現
象
に
时 

し

て

持

つ

塵

を

大

震

I

し
め
得
t

Q

S
る
が
、
そ
れ
8

味
は
本
論
Q

I
に
？

 

f

し
て
、
次

客

f

解
放
理 

論
の
中
心
問
題
に
入
り
度
い
と
思
ふ
。 

,

(

註
三)

以
下
の
諸
論
に
就
い
て
は
次
ぎ
の
部
分
を
參
考
せ
ら
れ
度
し
。

Kahlerj a. a. 

p s. 9-13.

U

.

t

ラ
1
は
そq

著
作
n

於
い
て
、
藩

f

勞
I

解
放
說
農
說
史
的
檢
f

行
ひ
、特
に
マ
ル
ク
ス
と

ボ

r

ム

•
バ 

ウ

,
ル

名

見

解

I

し
i

s

l
を
費
し
て
ゐ
る
Q

2

.る
が
、
彼Q

とQ

學
說
史
的
檢
5

結
論
は
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
で
あ

從
來
の
勞
働
者
解
放
說
並
に
補
償
識
は
、
そ
の
內
特
に
後
者
は
單
に
價
値
及
び
價
格
の
問
題
ゾ
即
ち
ー
般
に
流
通
過
程
の
諸
問
題
を 

取
り
擧
げ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
元
來
组
產
の
機
械
化
の
問
題
は
資
本
の
問
題
を
主
た
る
も

の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確 

か
に
リ
カ
ア
ド
ー
以
後
、
資
本
の
問
題
は
勞
働
考
解
放
理
論
の
上
に
重
要
な
地
位
を
古
め
て
ゐ
る
が
ー
勞
働
者
排
除
の
原
因
が
果
し
て 

流
動
資
本
の
固
定
资
本
化
に
存
す
る
の
か
、
或
は
賃
銀
基
金
の
減
少
、
若
し
く
は
ま
た
勞
働
啻
.の
購
買
力
低
下
に
存
す
る
の
か
、
未
だ 

明
か
で
は
な
い
0
蓋
し
機
械
化
の
過
程
を
問
題
と
す
る
た
め
に
は
.
資
本
の
保
有
量
と
資
本
の
_囘
轉
、
乃
至
資
本
の
消
耗
と
に
關
し
て 

’
 

坐

產

全

體
を
充
分
に
考
究
す
る
こ

と

が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即

ち
リ
カ
ア

ド
ー
以
後
の
.所
論
に
不
充
分
で
あ
るQ..

は
資
本
自

體

の
分
析
と
生
產
の
全
經
濟
的
關
聯
で
あ
る
が
、
そ
の
內
後
者
に
關
す
る
問
題
は
マ
ル
ク
ス
と
ボH

丨
ム
に
依
つV

ょ
く
提
出
せ
ら
れ
て 

ゐ
る
。
し
か
し
前
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
苒
坐
產
表
式
が
資
本
消
耗
の
關
係
表
式
と
し
て
役
立
ち
得
る
と
し
て
も
、
尙
ほ
そ
れ
は
資
本
保 

有
量
と
の
關
係
に
於
い
て
更
ら
に
問
題
を
明
瞭
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
者
に
あ
つ
て
は
そ
の
迕
囘
生
產
.の
中 

心
問
題
と
し
て
資
本
が
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
生
產
の
資
本
密
度(

K
a
p
i
t
a
l
i
n
r
M
O

の
判
斷
に
於
い
て
資
本
间
轉
の
問 

題
の
考
察
が
遲
だ
不
充
分
で
あ
る
。
S

四)

•

.
凡
そ
以
上
の
如
き
、
學
說
史
的
檢
討
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
彼
の
批
判
的
立
場
か
ら
、
、ケ
ー
ラ
ー
は
此
處
に
«
極
的
に
、
今
日
ま
で
未 

.

だ

充

分

に

.試

み

ら

れ

た

る
こ
と
な
く
、
し
か
も
國
民
經
濟
學
に
取
つ
て
價
値
あ
る
、
勞
働
者
解
放
に
關
す
る
一
新
理
論
を
糨
成
し
，や
ぅ 

と
企
圖
し
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
の
企
圖
に
於
い
て
は
-
機
械
化
の
問
題
、
從
つ
て
ま
た
勞
働
苕
排
除
の
問
題
は
資
本
の
_
轉
*
或
は
消
耗 

と
資
本
の
保
有
量
と
の
關
係
に
於
い
て
、
坐
產
の
.總
體
的
關
聯
を
考
察
す
る
こ
と
に
依
つ
て
解
決
し
得
ら
れ
る
と
考
ヘ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
•
ケ
I
ラ
i
の
，勞
働
者
解
放
理
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即
ち
例
，へ
ば
石
炭
の
坐
產
に
於
い
て
は
ノ
そ
の1

定
の
石
炭
坐
産
額
に
對
し
て
鐵
、.蒸
氣
機
關
及
び
•る
炭
の
消
費
が
各
々
一
割
で
あ
り
、
 

作
業
機
が
ニ
刺
、
澇
働
が
五
.割
生
產
的
：に
消
費
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
る
。 

：

右
の
第
一
表
の
數
字
は
、
し
か
し
乍
ら
、
未
だ
各
種
生
産
部
門
間
に
於
け
る
同
產
費
目
の
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
は 

な
く
、：

從
つ
Iて
ま
た
.同

.一
坐
產
費
目
P
各
種
生
鹿
部
門
に
於
け
る
消
鐵
割
合
を
示
す
數
字
を
通
計
す
：る
.こ
と
を
許
さ
な
い
。
其
龜
で
ヶ 

丨
ラ
ー
は
觅
ら
に
こ
の
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
や
ぅ
と
い
ふ
目
的
の
，た
め
に
、
換
言
す
れ
ば
、
.各
種
生
鹿
費
，罔
の
全
坐
產
部
門
に
於
け 

る
關
聯
文
知
り
得
ん
が
た
め
に
、
第
一
表
中
の
數
字
を
變
化
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
次
ぎ
の
如
く
.に
し
：て
可
能
で
あ
る
0
即
ち
第
一
表 

中
の
布
炭
か
ら
勞
働
に
至
る
ま
で
の
九
颜
の
財
貨
の
生
産
額
を
A

B

: 

: 

I

で
承
す
と
す
れ
ば
.、
石
炭
の
生
產
額
に
就
い
て
は
次
ぎ
の 

如
き
方
程
式
が
成
立
す
る
0

A
=
P
1
A
+
P
1
B

 +

 0
.
1
C
+
0
.
2
D

 +

 0
.
1
E

 +

 0
.
1
F

 
十 
0
.
1
H
+
P
1 

I 

.
 

•

以
下
同
様
に
し
て
、
第
一
表
，の
數
字
を
蕋
礎
に
し
て
九
ケ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。
其
處
で
假
り
に
勞
働
の
全
量
1.
¥
1
0
0
0
と
す 

れ
ば
、
そ
の
九
ケ
の
方
程
式
か
ら
A
以
下
H
に
至
る
ま
で
の
未
知
數
の
値
が
決
定
せ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
更
ら
に
各
種
生
產
部
E
fe
於
け 

る
各
種
財
貨
の
坐
產
的
消
費
に
對
す
る
、
全
般
に
比
較
し
、
通
計
し
得
る
所
の
，數
値
が
容
易
に
決
定
し
得
ら
れ
る
。
.第
二
表
.に
示
.す
も 

の
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
表
中
の
數
字
は
、1K

ふ

ま

で

も

な

く

、

.ー

 
定
の
期
問
に
於
け
る
各
種
坐
產
部
門
に
於
け
る
資
本
め
消 

耗
に
關
す
る
絕
對
的
數
値
を
示
す
も
の
と
考
.へ
，.る
こ
と
が
出
來
、
.同
時
に
.ま
：た
そ
れ
の
全
坐
產
的
關
聯
を
示
す
名
の
で
あ
る
。

...
ア
ル
フ
レ
ツ
ト
r
ケ
i
フ
I
の
勞
働
者
解
放
理
論 

.セ
五

ハ

八.
六
S

表

, 谷 生 產 部 門 に 於 け る 虫 產 费 自 の 割 合

令
石 炭

炭

1

機
關

1

作

m
機

1

鐵 m

物

m
築
材
料

農

產

物

織

物

勞

働

2 1 1 1 1

蒸 氣 機 關 1 1 1 1 1 1

作 業 機 2 1.5 1.5 2 1 2 1 •

鐡 1 2 2 1 1

建 物 0.5 0.5 1 1 1 2 •

趄 築 材 料
1

1 ' 3

農 產 物
J ! 
|

1
j 1 2 5

織 物
■ '

2

5 4 4 4 5 6 ! 6 4 •

坐 產 額 10 10
10 1 10 10 10 10 ! 10 10

.ア
ル
フ
レ
.ッ
ト
•
ケ
ー
ラ
，I
の
努
働
考
解
放
理
論

七

四

C

八
六
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此
處
で
吾V

は
こ
0
た
め
.に

展

間

せ

ら

れ

た

，彼

の 

分
析
を
順
，次
簡
單
.：に
迪
：つ
.，
て

見

；
や
4
0

ヶ
ー
ラ
ー
は
先
づ
生
產
に
於
け
.谷
資
本
の
消
耗
に 

關
す
る
全
生
產
的
關
聯
の
分
析
か
ら
始
め
て
ゐ
る
。

彼
は
假
り
に
本
來
の
生
產
部
門
を
八
つ
と
し

-
即

ちS

炭

、

蒸
氣
機
關
、
作
業
機
•
鐵
、建
物
、
建
築
材 

料
*
農
產
物
、織
物
^

—
-

こ
れ
に
消
费
生
活
、
即
ち
勞 

働
力
の
再
生
產
の
部
門
を
加
へ
て
九
つ
と
す
る
。

そ 

の
各
生
產
部
門
は
他
の
生
產
部
門
の
、
そ
し
'て
ま
た 

時
に
そ
れ
自
體
の
生
産
物
を
一
定
の
割
合
に
於
い
て 

坐
產
的
に
消
費
す
る
。
彼
は
此
處
に
各
生
產
部
門
の 

生
產
額
を一

定
と
し
て——

こ
れ
を
假
り
に
十
と
す 

る——

そ
'の
各
々
に
於
げ
る
各
種
生
產
㈱
の
生
産
的 

消
費
の
割
合
に
關
し
て
*
假

定
的
數
字
を

與
へ
る

こ 

と

に
依

つ

て
、
上
の
如
き
表
を
.吾
々
1C
示
し
て
ゐ
る
。



表

石 蒸
氣
機
.關

作

業 鐵

建

- 物

r w ^
築
材
料

農

I
織

m

勞

_

消
费
總
額

H 炭 25.5 10.9 丨御 29.2 314 9.4 20 100 255
蒸氣機關 25.5 10.9 28.9 14.6 9.4 ■ 120 | 109
作 m 機 51.1 1C.4 43.4 29.2 9.4 120 20 289

鐵 25.5 2i.9 57.9 31.4 9.4 146
m 物 」土 14.4 14.6 60 20 200 314
建築材斜 94.3 94r
農 產 物 j 60 40 500 600
織 物 1 200 200

勞 働 127.8 43.8 115.8 58.5 157.2 56.6 360 80 1000
电產總額 255 109 2S9| 146 314 94 600 200 1000

ァ
ル
7
レ.5V

ト
•ケ
I
ラ
I
の
勞
働
者
解
放
.理
論
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各
種
坐
產
部
門
に
於
け
る
庚
本
の
消
費
の
圣
坐
產
的
關
聯 

は
第一

S

に
'示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
次
，ぎ
に
各
種
银
產 

费
目
と
し
て
の
資
本
の
消
費
が
、
各
々
'
1'定
の
資
本
保
有
貴 

の
基
礎
に
於
い
て
可
能
と
せ
ら
れ
る
こ
と
を
-
考
察
す
る
必 

要
が
あ
る
。
例
へ
ば
上
の
第
一 

'一表
.に
從
つ
て
、蒸
«
罾
_
の
生 

產
に
於
い
て
一
，年
間
に
石
炭
-
o
•九
單
位
.が
消
費
せ
ら
れ 

る
と
す
れ
ば
、
同
生
產
部
門
に
於
い
て
は
常
に 
一
o
•
九
の
石 

炭
資
本
を
保
有
す
る
必
要
は
な
い
。
蓋
し
一
年
の
石
炭
消
-® 

量
の
何
割
か
の
：も
の
.が
常
に
保
有
さ
れ
て
ゐ
る
や
ぅ
、
補
給 

さ
れ
て
行
け
ば
足
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
同
様
の
こ
と
は
賃 

銀
支
拂
の
た
め
の
保
有
賃
銀
資
本
に
就5

て
も1K

ひ
得
る
こ 

と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
資
本
保
有
罾
の
大
小
は
そ
の 

各
々
の
年
消
耗
額
と
資
本
の
一
囘
轉
期
間
の
長
短
、
ま
た
は 

.年
囘
轉
速
度
の
大
小
に
依
つ
て
決
定
.せ
ら
れ
る
こ
と
は
明
か 

で
あ
ら
う
。
更
ら
に
同
じ
く
蒸
氣
機
關
の
生
産
に
就
い
て
見

る
に
、資
，本
と
し
て
機
の
消
耗
に
關
し
て
も
事
情
は
全
く
同
様
で
あ
る
。
但
し
此
の
'場
合
に
は
保
有
資
本
量
は
年
消
耗
額
ょ
り
も 

大
で
あ
る
。
蓋
し1

般
に
機
械
は
單
に
僅
か
に
一
苹
の
生
命
を
有
す
る
と
茇
ふ
ょ
り
は
、
寧
ろ
通
常
數
苹
間
の
使
用
に
堪
へ
得
る
も
の 

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
機
械
資
本
の
华
消
耗
額
は
機
械
の
價
値
と
技
術
的
に
決
定
せ
ら
れ
.た
る
、
そ
の
使
用
年
限
の
長
短
を
限 

度
と
す
る
そ
れ
の
囘
轉
期
間
と
の
關
係
に
於
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
其
處
で
こ
れ
等
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
第
二
表
中
の
資
本
の
消
耗 

額
に
對
し
て
、
ヶ
彳
ラ
ー
は
必
要
な
る
資
本
保
有
量
を
附
加
し
て
吾
々
に
次
ぎ
の
第
三
表
.の
如
き
も
の
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ
し
て
こ
の
第
三
表
は
坐
產
の
總
體
的
關
聯
に
於
け
る
資
本
の
囘
轉
、
或
は
消
耗
と
資
本
の
保
有
量
と
に
關
す
る
、
ヶ
ー
ラ
ー
の
理 

論
的
分
析
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
纏
て
機
械
化
に
依
る
勞
働
苕
の
排
除
に
關
す
る
彼
の
理
論
的
考
察
の
銮
礎
を
な
す
も
の
で 

あ
る
。

尙
ほ
此
處
で
左
の
第
三
表
中
そ
の
下
方
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
數
字
の
意
_
に
關
し
て
、
彼
の
所
見
を
窺
っ
て
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

先
づ
其
處
に
^

^

,» 1
_

1

-
:̂
及

び

^
の
三
種
の
數
字
が
眾
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
内
最
初
の
む
の
は
各
種
生
産
部
門
に
於 

け
る
保
有
資
本
總
額
を
年
賃
銀(

支
拂)

總
額
を
以
っ
て
除
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は「

資
本
の
密
乾」

K
a
p
i
t
a
l
i
n
t
e
n
s
g
t

と
呼 

ば
れ
、
大
體
勞
働
者
一
人
當
り
の
資
本
保
有
量
の
必
要
額
を
.示
す
指
標
と
考
ベ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
計
#
は
未
だ
多
少
の
不
IE
確
さ 

を
含
ん
で
ゐ
る
。
即
ち
吾
々
は
吏
ら
に
坐
產
0「

絕
對
的
資
本
密
度」

_の
訐
箅
に
達
し
得
ん
が
た
め
に
は
、

一
方
一
、定
の
生
產
期
間(

一
 

.年)

を
前
提
と
し
、
他
方
先
づ
そ
の
一
定
期
間
中
規
則
的
，に
雇
傭
せ
ら
れ
て
ゐ
る
勞
働
考
數
を
確
矩
し
、

こ
の
勞
働
苕
數
を
以
っ
.て
保 

有
資
本
總
額
ひ
除
數
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

. 
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フ
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ヶ
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八
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*\
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SI
il
l

,
0

:

ぎ

I

の
H

の
_

に
對
し
て
、
^1

4
^

及
び
^

は
共
に
資
本
密
度
の
指
標
た
り
得
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
ヶ 

丨
ラ
ー
は
篇
化
、
M
ら
に
勞
働
者
解
放
の
問
題
か
ら
觀
て
.、
こ
.
'れ
等
は
共
に
左
程
重
要
の
も
の
た
り
得
な
い
と
#
へ
る
。

S

S
 

.尚
ほ
資
本
の
密
度
は
各
生
鹿
部
門
に
就
い
て
計
箅
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
各
部
!-'
'
Iの
資
本
と
賃
銀
を
合
計
し
て
、
そ
の
雨
#
に 

就
い
て
.同
様
の
關
係
を
取
め
れ
ば
、
此
處
に
產
業
全
般
の
平
均
資
本
密
度
が
知
ら
れ
得
る
？
即
ち
假
り
に
消
費
資
本
を
除
い
て
こ
れ
を 

計
弊
す
れ
ば——

但
し
便
宜
h
賃
鈒
總
額
を
以
つ
て
勞
働
盏
數
を
示
す
も
の
と
，す—

そ
れ
は
.

^

^

H
3
.
6
3
9

と
な
る
。
し
か
し
更
' 

ら
に
此
處
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
社
會
的
資
本
の
提
供
し
得
.る
勞
働
受
容
力
は
單
に
泶
產Q

平
均
資
本
密
度
に
依
つ
て
決
宛
せ
ら
れ 

る
許
り
で
は
な
く
、
奪
た
消
費
坐
活
に
於
け
る
社
會
的
總
資
本
に
對
す
る
要
求
、
即
ち
消
費
瓷
本
の
大
小
に
瓶
つ
て
も
動
か
さ
れ
る
。 

か
く
て
例
へ
ば
建
築
業
に
於
い
て
は
資
本
密
度
は

小(

Hと
で
あ
つ
て
、
比
較
的
多
く
の
努
働
者
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
實
に 

は
¥
に
1
5
7
,
.
2

の
賃
銀
を
支
拂
ふ
た
め
に
は
、
眾
に2

0
0

の
資
本
が
必
要
で
あ
る
許
；̂
で
は
な
く
、
M
ら
に
消
費
生
活
に
於
け
る
建
物 

蕋
金
と
し
て
の2

0
0
0

の
資
本
が
必
要
で
あ
る
。
從
つ
て
吾
々
は
各
種
坐
鹿
部
門
に
於
い
て
消
費
資
本
を
附
加
し
て
考
へ
る
か
、或
は
消 

®
資
本
を
別
に
考
察
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
なi

、

か
く
て
第
三
表
に
從
つ
てi

k

へ
ば
、
1
0
0
0
の
賃
銀
に
對
す
る
勞
働
者
を
一 

年
間
就
業
せ
し
め
る
た
め
，に
は
、
本
來
の
生
產
過
程
で
は
單
に3639.

の
.坐
產
資
本
を
必
要
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
は
宏
へ
、
現
實
に
は 

こ
れ
に
消
費
資
本
を
加
へ
た
社
會
的
總
資
本5S3.4

を
必
要
と
す
る
。

(

註
四〕

以
下
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
、
逐
一
ヶ
ー
ラ
！
の
觅
解
の
引
用
を
示
す
こ
と
を
省
略
し
度
い
と
思
ふ
。

(

註
五>

 

ヶ
ー
ラ
ー
は
勞
働
表
排
除
の
問
題
に
對
し
て
結
周
資
本
密
度
の
變
化
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
點
に
•就
.い
て
は
特
に
次
節 

以
下
を
參
考
に
せ
ら
れ
度
い
。
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〇)

唯
だ
私
が
此
處
で
独I

か
_

者
の
注
意
を
促
し
て
ft
き
度
い
の
は
、
彼
の
マ
ル
ク
ス
に
對
す
る
批
評
の
和
心
^

で
あ
るo

ヶ

ー

ラ

ー

に̂
へ
X
、 

は「

消
耗
資
本
比
率」

U

日s
c
h
l
a
g
s
j
l
n
l
V

と
.呼
ば
れ
得
f

の
で
あ
つ
て

、

凡

そ
マ
ル
ク
ス
の
不
變
資
本
對
可
變
資
本
の
關

係
 

に
，一
致
す
る
.も
の
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
。
興
處
で
マ
ル
ク
ス
が
不
變
資
本
に
對
す
る
可
變
資
本
の
相
對
的
減
少
か
ら
產
榮
豫
備
軍
を
說
明
し 

や
ぅ
と
す
る
こ
と
を
以
つ
て
、
消
耗
資
本
比
率
か
ら
で
は
な
く
し
て
、
資
本
密
度
か
ら
勞
働
者
の
排
除
を
說
か
ぅ
と
す
る
ヶ
ー
ラ
ー
は
七
處
に 

マ
ル
ク
ス
に
對
す
る
，批
判
の
重
點
を
匱
い
て
ゐ
る
の
で
あ
.る
09S
H
Ie
r,
 a,  a，

O
.  S

..5
4

 
fro

H

:
'

:

ヶ
ー
ラ
ー
は
生
産
技
術
の
進
步
を
以
つ
て
、
各
種
生
産
費
目
並
に
坐
產
物
の
價
格
が
一
宠
な
り
と
す
れ
ば
、

-2
:
の
坐
產
の
た
め
の
保 

有
資
本
一
.單
位
當
り
の
利
潤
を
引
き
擧
げ
る

こ

と
を
可
能
に
す
る
も
'の
で
あ
る
と
解
し
て
ゐ
るo

其
處
で
皮
術
の
進
歩
は
先
づ
次
ぎ
の 

三
つ
の
單
純
に
し
て
、
且
つ
恶
本
的
な
形
態
と
し
て
現
は
れ
得
る
。
即
ち
、
各
之
の
場
合
に
他
の
一
切
の
事
情
に
し
て
同
一
で
あ
る
と
す 

れ
ば
、(

一)

賃
銀
の
節
約
、(

ニ)

資
本
保
有
量
の
減
少
、
及
び(

三)

消
耗
資
本
の
節
約
が
こ
れ
で
あ
る
O

Cー

)

の

場

合

忙

は

節

約

せ

ら
 

れ
た
る
賃
銀
は
利
潤
に
變
化
し
、(

ニ)

の
場
合
に
は
同j

の
利
潤
が
ょ
り
少
額
の
資
本
を
以
つ
て
獲
得
せ
ら
れ
る
こ
と
\
な
り
、
且
つ 

'ま
た
こ
の
場
合
資
本
利
子
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
減
少
せ
し
め
ら
れ
た
資
本
の
利
子
額
だ
け
坐
產
費
を
俄
下
す
る
こ
と
、
な
り
、(

一
ノ 

の
場
合
同
様
そ
れ
だ
け
利
濶
を
增
大
す
る
。
更
ら
に(

三)
の
場
合
も
亦(

一)

の
場
合
と
同
様
に
し
て
、
消
耗
資
本
の
節
約
額
だ
け
利S

 

は
增
加
す
る
。

技
術
進
步
に
關
す
る
こ
の
三
つ
の
基
本
龙
態
は
吏
ら
に
相
互
に
錯
交
し
て
存
し
得
る
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
ヶ
ー

ラ
ー

は
、
次
ぎ
の 

.第
四
表
に
示
さ
れ
た
る
が
如
き
、
二
十
七
の
形
態
.に
於
け
る
技
術
の
進
步
を
區
別
し
て
ゐ
る
。

策 四 表

n r
~ Y

資 本 努
働
跫

賃
銀

T f

保

有

ift
同

m
耗

闾

期
間

同 减 長 同
減同 減 長

4 同 减 長 僧
威5 同 m 短

減 同 斑 同
7 減 同 短

短
l.f!

减 .
8 减 同

減
增
同y

To
減
減 減 同 减

11
~12
T s

減
減

減
减

同
m

增
同

减 减 短
短

減
14

~ w

—fケー 
18 

~19 
~20"

減
减減 長 同

減
瓦

减 長 减
增—减 長

減 增 短 同
減 增 短

短
减

减 m
同

m
21

I
增
增
增

長 减
减增 同

23 m
W

短 皇
减24

—2^
增
增

長
減 長

26
—W

增 减 長 减
m 减 ：K 增

.

(

坐
產
額
及
び
中
：產
期
間
を
同
一
と
す)

右
の
第
四
表
中
に
示
さ
れ
た
個
々
の
場
合
に
就
い
て
は
、
殳
き
に
技
術
的
進
步
の
ー
ー
ー
_
本
形
_

に
關
し
て
述
べ
た
所
に
從
っ
て
容
易 

に
理
解
し
得
ら
れ
る
が
故
に
、
'そ
の
個
々
の
解
說
を
省
略
す
る
。

唯
♦た
し
か
し
此
處
に
ヶ
ー
ラ
'丨
が
關
說
し
て
ゐ
る
二
三
の
點
に
就
い 

て
讀
者
の
參
考
に
供
し
て
置
き
た
い
。 

-

a

 

彼
の1K

ふ
所
に
.依
る
と
、
第
四
表
中(

21)

以
下
の
諸
形
態
が
彼
の
問
題
に
取
っ
て
特
に
重
要
で
あ
る
。
そ
の
内(

27)

の
場
合
を
除
い 

■て
は
、總
て
資
本
の
密
度
の
增
大
が
觀
取
せ
ら
れ
，る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
.場
合
は
孰
れ
も
、
同I

量
の
.商
品
生
産
を
持
續
し
得
ん
が
た
め 

に
、
旣
に
資
本
の
薔
積
を
必
要
と
し
て
ゐ
る
。
且
つ
こ
れ
等
の
場
合
に
、
總
て
の
勞
働
者
に
職
を
與
べ
る
た
め
に
は
贾
ら
に
多
く
の
資 

本
が
.蓄
積
さ
れ
ね
ば
.な
ら
ず
、
し
か
も
か
く
の
如
き
事
情
が
成
立
す
る
こ
と
は
、
同

I

量
の
勞
磡
を
以
っ
て
ょ
り
多
量
の
商
品
が
也
產 

せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
彼
は
か
く
の
如
き
場
合
が
、
大
體
十
九
做
紀
初
頭
以
.來
今
日
に
至
る
ま
で
の
.資
本
主
_
0 -
機
械
化
の
發 

展
に
於
い
て
實
現
せ
ら
れ
て
來
た
，
で
あ
る
、
と1K

ふ
。
.
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ル
フ
レ
.ッ
ト
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ヶ
ー
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第  K  表 •

1
虫 產 費 in , の 割 合

X 生  

生 \ 產  

產 \ 物  

費 \
r i 機  

炭

及

m 丨 械

建

物

農

產

物

勞

働

石 炭 及 鐵
1 1 1

機 械
1

X
1 1 1 %

m 物
1 2 2

農 產 物
1 1 1 5

勞 働
5 4 7 5  1

_ -

表

產物 石炭及鐵 機 械 建 :物 農 塵 物 勞 働

生 命

消
耗

保
苻

消
耗

保
有

m
耗

保
有

m
耗

保
省

消，
耗

保 總 .
額

石炭及鐵 90.8 G 156.5 26 41.5 30 65.2 16 100 30 454

機 械 45.4 225 39.1 195 41.5 203 65.2 240 200 200 391

建 物 45.4 350 39.1 390 ■ 130.4 800 200 2000 415

農 產 物 45.4 5 41.5 30 65.2 70 500 10 652

勞 働 227 25 156.6 30 290.5 210 326 250 1000

生 產 及  
資 本 額

454 621 391 641 415 475 652 1376 1000 2240

資本密度 2.73 4.1 1.64 4.22
•* * •

社會的總資本=的5 3 生產資本總額=31は 賃銀總頮^1000
平均資本濟寒=■ て1 1 :社窗的總資本：賃銀漶額=ん35

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
•
ケ
1
1フ
ー
の
勞
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者
解
放
理
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レ
ッ
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•
ヶ
ノ
ラ
I
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勞
働
者
解
放
理
論 

八
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5

七
—.P

^
ほ
.第
四
表
中
の
個
々
0
場
合
は
、
個
々
の
生
產
經
營
に
於
い
て
行
.は
れ
る
技
術
的
進
歩
を
考
傲
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ー
其 

ふ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
吾
々
は
そ
の
諸
結
猓
を
金
經
濟
頷
域
に
於
い
て
問
題
と4

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
處
で
吾
々
の
注
意
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
點
は
、
第
四
表
が
ま
.た
社
會
の
總
生
產
物
の
量
を1

定
と
假
定
す
る
場
，合
で
あ
る
が
故
に
、
表
中
資
本
の
消
耗
量
の
.
 

增
加
を
伴
ふ一

切
の
技
術
的
進
歩
は
、
同
時
に
直
接
消
费
財
I

彼
の
言
葉
を
用
ふ
れ
ば
、
.社
會
生
產
物

s
o
z
i
a
l
l
d
u
k
t
l

の
生 

產
額
を
減
少
す
る
、..
-i
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
反
對
に
資
本
の
消
耗
量
を
減
少
せ
し
め
る
場
合
は
、
社
會
生
產
物
を
同

時

に

、增

大

す 

る
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
。
.

.

0

 
,  

、

右
第
四
表
中
に
示
さ
れ
た
如
く
、
ヶ
I
ラ
ー
は
技
術
的
進
歩
に
就
い
て
可
能
な
る一

一
十
七
の
形
態
を
區
別
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、 

そ
の
内
特
に
彼
が
理
論
的
說
明
を
加
へ
て
ゐ
る
の
は
ハ
1

X

7
 

)

及
び(

24〕

の
三
つ
の
場
合
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
彼
の
理
解
す
る
所
に 

依
れ
ば
、
前
述
の
如
く
に
し
て
、
涖
の
内
第
三
の
場
合
が
過
去
.

〗

11
1
:紀
間
の
經
濟
的
發
展
の
現
實
に
ょ
り
ょ
く
照
應
す
る
も
の
で
あ
る
0 

し
か
.も
尙
ほ(

24)

の
場
合
が
他
の
同
輸
の
'現
實
照
應
性
を
有
す
る(

21)

以
下
の
諸
形
態
か
ら
特
に
選
ば
れ
て
、
■彼Q

理
論
的
說
明
の
對 

象
に
置
か
れ
た
理
由
は
、
そ
れ
が
勞
働
者
解
放
の
問
題
か
ら
見
て
潘
か
に
緊
切
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
に
あ
る
ら
し
く
思
は
れ
る
。 

そ
し
て(

24)

の
場
合
が
ま
た
マ
ル
ク
ス
の_

ふ
、

不
變
資
本
が
可
變
資
本
ょ
り
も
ょ

り
速
か
に
增
大
す
る
、
と

^
ふ
場
合
に
も
對
應
す 

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
彼
は
法
意
し
て
ゐ
る
。

ヶ
ー
ラ
ー
は
技
術
的
進
歩
の(

24)

の
形
態
に
.關
す
る
理
論
の
股
開
に
際
し
て
、
先
き
に
示
し
て
置
^
た
第
一
表
乃
至
第
三
表
を
少
し 

く
簡
略
に
し
て
、
次
ぎ
に
示
す
が
如
き
第
五
表
及
び
第
六
表
の
狀
態
を
以
つ
て
そ
の
出
發
點
と
す
る
？



生 い 太
.費※  

石炭及鐵

石炭及鐵 機 械 越 物 農 產 物 勞 働 利 潤 消
耗
總
額

消
耗

保
苻

消
耗

保
荷

消
耗

保
苻

m
耗

保
有

消
耗

保
有

消
耗

保
有

110.3 7.3 225.1 37.4 43.7 31.5 68.fi 1C.9 100 30 3.7 1.2 651

機 械 55.1 273.4 75 760 43.7 213.8 63.6 252.8 200 200 7.5 7.5 450

m 物 55.1 m .5 37.5 375 137.2 842.5 200 2000 7.6 75 437

邀 產 物 65.1 6.3 43.7 31.5 68.6 73.7 500 10 18.7 686

勞 働 275.7 30.5 75 14.4 3061 221.2 343.1 263.1 1000

m 澗 37.5 7.2 37.5
生 產 及  
資 本 額

551 755 獅 1184 4S7 498 686 1449 1000 2240 37.6 83

資本密度 2.73 15.7 1.62 4.22

生產資本總領=部S 6 賃銀總額= 1 0 0 0 平均資本密兜=3.88

m 八 m

物

生\ ^ 7
瘇 な

汩炭及鐡 機 械 建 物 農 產 物 勞 働 利 潤 消
耗
總
額耗

保
苻

消
耗

保

•
m
耗

保
有

消
耗

保
有

消
耗

保
有

消
耗

保
有

汩炭及鐵 88.2 5.8 180.3 so 35 25.3 ■55 13.5 80 24 3 0.9 441

機 _ 械 44.1 218.6 60 coo 35 173 55 202,5 |l60.2 160 6 6 360

建 物 44.1 ,350.3 30 300 110 674.1 |l60.2 1600 6 60 350

農 產 物 44.1 5 35 25.3 55 59.l|400.6 8 15 0.3 550

勞 働 220.9 24.3 60 1 し5 245.8 177.4 275 210.8； 801

利 潤 30 5.7 30
生 産 及  
資 本 綿

441 604 S60 948 350 401 | 550 1160 801 1792 30 67

生產資本漶額= 3 1 1 3 賃銀總額=801 平均資本密度=3.88

ア
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ト
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八

四

(

八
七
四

)

第
六
表
に
示
さ
れ
た
る
が
如
き
狀
態
の
下
に
"
今
機
械
の
坐
產
に
a

)

か
形
態
に
應
ず
る
技
術
の
進
步
が
行
は
れ
た
る
㈱
双
、
そ
の 

坐
產
に

於

，け
る
生
產
費
目
の
割
合
が
、
第
五
表
中
の
も
の
か
ら
次
ぎ
の
如
き
も
.の
へ
變
化
す
る
も
の
と
股
定
す
る
。
即
ち
、
石
炭
及
び 

鐵
が
六
單
位
、
機
械
が
ニ
單
位
、
建
物
が
一
單
位
、
勞
働
が
ニ
單
位
及
び
利
潤
が
一
單
位
。
こ

の
生
產
費
目
の
割
合
の
變
化
中
、
尙
ほ 

此
處
で
吾
々
が
法
意
し
な
け
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
*
利
潤
の
ー
單
位
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
るo

素
ょ
り
新
利
潤
の
發
坐
は
枝 

術
の
進
歩
に
伴
ふ
坐
產
ヵ
の
增
大
に
基
因
す
る
。
そ
し
て
技
術
の
進
取
は
、
ヶ
ー
ラ
ー
に
從
へ
ば
、
固
定
資
本(

.即
ち
保
有
資
本)

の
增 

加
の
下
に
同
量
の
資
本
財
を
消
耗
し
、
同
量
の
勞
働
量
を
費
ひ
し
て
勞
働
者1

人
當
り
の
坐
產
額
が
增
大
十
る
こ

と

を意
味
す
る
。
換 

言
す
れ
ば
、
坐
糜
物
一
單
位
當
り
の
資
本
の
消
耗
量
が
減
少
す
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
,0
.其

處

，
で

從

來

の

利

、_

な

き

も

の

と

す

る

前

提 

の
下
に
於
い
て
は
、
資
本
消
耗
量
の
十一

單
位
は
直
ち
に
生
産
額
を
表
は
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
此
處
に
技
術
の
進
歩
、
從
っ
て
生
產 

カ
の
增
大
を
附
加
的
に
考
慮
す
る
と
す
れ
は
"
坐
產
額
は
十
一
單
位
で
は
あ
り
得
な
く
な
る
。
假
り
に
生
產
力
が
1
111
增
大
し
た
と
す 

れ
ば
、
十

一

單
位
の
資
本
の
消
耗
は
新
技
術
の
採
用
に
於
い
て
十

二
單
位
の
坐
產
を
可

能

とす
る
。

然
ら
ば
か
く
の
如
き
技
術
の
進
歩
が
行
は
れ
た
'結
梁
、
全
經
濟
領
域
に
如
何
な
る
變
化
が
齎
さ
れ
る
か
。

今
假
り
に
技
術
の
進
歩
が
實
現
せ
ら
れ
る
に
際
し
て
、
消
費
資
本
に
何
等
の
變
更
な
し
と
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
第
七
表
に
示
さ
れ
た
る 

が
如
く
、
社
#
的
生
產
資
本
の
總
額
は
3
CO
S
6單
位
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
9
し
か
る
に
第
六
表
の
坐
産
資
本
は3

1
1
3

で
あ
っ
て
、
從 

っ
て
寧
ろ
新
坐
產
技
術
の
採
用
は
舊
坐
產
枝
術
下
に
於
け
る
坐
產
資
本
量
を
以
っ
て
先
づ
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
に 

伴
ふ
經
濟
的
變
化
は
第
八
表
に
示
さ
れ
た
も
の
X
如
く
に
な
る
。
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其
處
で
第
八
表
を
先
き
の
第
六
表
と
比
較
す
る
こ
と
.に
依
つ
て
、
次
ぎ
の
如
き
諸
事
賢
が
，確
認
せ
ら
れ
る
。
先
づ
坐
库
資
本
總
額
は 

同
一

で
あ
る
が
、
消
費
資
本
.は
著
し
く
減
少
し
て
居
り
、
そ
れ
は
大
體
住
宅
資
本
の
減
少
：に
歸
せ
ら
れ
る
。
そ
.し
て
童
要
な
こ
と
は
、 

同
.一Q
生
痢
資
本
線
額
を
以
つ
て
就
業
勞
働
容
が
約1

1

割
を
減
じ
て
、1

0
〇
0

單
位
か
ら
八
〇

1

單
位
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
o 

.即
ち
、
現
#
勞
働
盤
CO
1

5
は
現
存
資
本
量
を
以
つ
て
し
で
は
も
は
や
雇
馓
さ
れ
得
な
い
。
更
ら
に
社
會
坐
產
物
ぬ
ま
た
そ
の
減
少
著 

し
い
。
新
利
潤
が
消
費
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
社
會
生
產
物
は
一
〇
〇
〇
單
位
.か
ら
八m

一
 

單
位
へ
、
從
つ
て
必
要
勞
働
1:
は
社
會 

生
產
物
ょ
り
も
遙
か
に
減
少
し
て
ゐ
る
。
此
處
で
ヶ
ー
ラ
ー
が
特
に
注
意
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
同
ー
教
の
資
本
を
以
つ
て
社
會
坐
產
物 

が
減
少
す
る
こ
と
が
、
勞
働
苕
解
放
の
理
由
に
な
ら
ぬ
と
一K

ふ
こ
：と
で
あ
る
。
總
组
產
物
は
一
九 
一
，二
單
位
か
ら
一
七
〇

ー
單
位
へ
減 

少
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
霧
ら
社
會
生
產
物
の
減
少
に
歸
せ
ら
机
る
。
從
つ
て
新
技
術
の
'採
用
後
に
は
_
物
財
の
生
産
的
消
費
置
の
總 

生
産
物
中
に
占
め
る
.割
合
は
.從
來
ょ
り
も
，大
で
あ
'る
。
.

新
技
術
灯
採
用
に
俅
る
資
本
密
度
の
增
大
は
、
資
本
の
同1

置
の
下
に
於S

て
は
そ
の
程
度
に
應
じ
て
勞
働
者
を
排
除
す
る
。
從
つ 

て
勞
儆
笤
解
放
の
程
度
は
平
均
資
S
物
鹿
の
變
化
に
依
つ
て
|不
さ
れ
る
.o

即
ち
、
平
均
資
本
密
度
は3

.1
1

か
ら
3
00
00

へ
、
舊
資
本
密
度 

の
約
1

4

だ
け
增
大
し
て
居
り
、
そ
れ
は
新
資
本
密
度
の
1

5

で
あ
つ
て
、
こ
の

割
合
に
應
じ
て
勞
働
者
は
金
經
濟
循
環
過
程
か
ら
解 

放
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
等
の
事
情
の
確
認
は
單
に
坐
產
資
木
總
額
に
變
化
な
き
場
合
の
、
技
術
的
進
步
の
行
は
れ
た
後
の
新
し
い
均
衡
狀
態
に 

就
い
て
の
み
可
能
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
先
づ
こ
の
新
し
い
均
衡
狀
態
の
出
現
の
過
程
に
於
け
'る
諸
事
情
の
變
化
を
一
應
知
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
更
ら
に
右
の
新
均
衡
狀
態
の
出
現
に
於
い
て
假
定
せ
ら
れ
た
諸
事
情
の
變
化
に
伴
っ
て
、
別
の
如
何
な
る
均
衡
狀
態
が
出 

現
す
る
か
、
そ
し
て
勞
働
盏
の
，解
放
に
對
し
て
そ
れ
が
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
を
考
傲
す
る
必
要
が
あ
る
。

五

前
節
の
例
に
從
っ
て
、
坐
產
技
術
の
更
新
は
機
械
0
坐
產
に
於
い
て
行
は
れ
、.機
械
は
今
ゃ
ょ
0
少
額
の
資
本
費
用
を
以
っ
て
坐
產 

せ
-ら
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
纏
て
機
械
生
産
部
門
に
®
す
る
諸
企
業
の
競
爭
に
依
っ
て
同
生
產
部
門
に
—•
般
に
普 

及
す
る
。
し
か
し
新
生
產
技
術
の
採
用
は
、
現
存
資
本
が
直
ち
に
新
技
術
に
代
替
し
得
る
も
の
と
し
て
、
尙
ほ
現
.存
資
本
量
を
以
っ
て 

生
產
を
行
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
银
は
資
本
の
密
度
化
を
增
大
し
、

一
方
で
は
勞
働
者
の
一
部
を
同
生
産
部
門
か
ら
排
除
し
、
他 

方
で
.は
機
械
の
生
趦
額
を
減
少
す
る
。
こ
の
事
は
共
に
他
の
生
產
諸
部
門
に
對
し
て
相
關
的
動
搖
を
生
ぜ
し
め
る
。
即
ち
械
^
€
坐
避 

額
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
機
械
坐
產
に
於
い
て
需
婆
せ
ら
れ
る
原
料
の
生
產
苕
を
し
て
*
て
そ
の
生
產
を
短
縮
せ
し
め
、
更
ら
に
機
械 

生
產
部
門
か
ら
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
者
の
購
買
力
の
減
少
は
消
費
財
生
産
部
門
の
坐
產
を
收
縮
せ
し
め
る
。
そ
の
結
课
は
こ
れ
等
の
諸 

坐
產
部
門
に
於
い
て
資
本
と
勞
働
が
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
、
な
る
。
し
か
し
此
處
に
解
放
せ
ら
れ
た
資
本
と
勞
働
の
一
部
は
利
用•

或 

.は
雇
傭
せ
ら
れ
る
方
面
を
變
更
ず
る
。
但
し
若
し
こ
れ
等
の
坐
產
耍
素
の
可
動
性
が
欠
除
せ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
等
の
解
放
は
增
大
こ 

.そ
す
れ
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。
.

グ
此
處
で
注
意
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
坐
產
諸
部
門
間
の
動
搖
を
通
じ
て
、
最
初
に
機
械
坐
產部

！：

に
發
坐
し
た
本
來 

の
、
或
：は
笫
_
1次
的
な
勞
働
者
解
放
に
對
し
て
、
附
加
的
、
或
は
第
ニ
次
的
勞
働
者
解
放
0
現
象
が
生
じ
て
來
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
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令
假
へ
機
械
坐
產
に
於い

..

て
資
本
の
密
度
が
增
大
し
、
從
つ
.て
勞
働
者
が
其
處
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
つ
て
も
、
若
し
舊
資
本 

量
を
以
つ
て
'從
來
の
生
産
額
を
維
持
す
る
と
す
れ
ば
、
一
ー
次
的
勞
働
者
懈
放
が
生
ず
る
と
は
限
ら
な
い
？
藍
し
.こQ'

場
合
に
は
生
產
€> 

均
衡
が
從
前
通
り
保
持
せ
ら
れ
得

る

か
ら
で
あ
る
。
更
ら
に
機
械
坐
產
部
門
に
於
け
る
勞
働
者
の
一
次
的
解
放
が
、
坐
產
力
の
增
火
が 

資
本
<D
.密
度
化
の
增
大
に
及
ば
な
い
と
い
ふ
事
情
に
依
存
す
る
の
で
な
い
こ
と
も

亦
注
意
を
要
す
る
。

即
ち
、
資
本
の
密
度
化
の
堦
大 

ょ
り
も
火
な
る
程
度
に
坐
產
カ
を
增
大
す
る
技
術
的
進
歩
の
.場
合
に
は
、
資
本
密
度
の
增
大
に
應
ず
る
一
次
的
解
放
と
共
に
更
ら
に
一 

部
の
勞
働
者
が
解
せ
ら
れ
る
。
藍
し
右
の
場
合
に
は
舊
資
本
量
を
以
つ
て
從
前
ょ
り
も
多
量Q

生
產
物
が
生
產
せ
ら
れ
、
そ
の
增
加
せ 

る
先
產
物
に
對
す
る
需
要
の
存
せ
ざ
る
限
り
、
生
産
比
收
縮
せ
ら
れ
、
從
つ
て
勞
働
客
の
ニ
部
は
更
ら
に
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
る 

か
ら
で
れ
る
。
但
し
こ
の
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
者
に
對
し
て
は
同
時
に
資
本
の
一
部
が
解
放
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
先
き
の
一
次
的
勞
働 

紫
解
放
は
何
等
資
本
の
解
放
を
伴
つ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
別
に
資
本
が
蓄
積
せ
ら
れ
る
こ
と
な
き
限
り
、
彼
等
は
苒
び
生
産
過
程
に
吸 

收
せ
ら
れ
る
見
込
は
全
く
存
し
な
い
。
ま
た
同
様
の
生
産
力
の
增
大
と
資
本
の
密
度
化
が
行
は
れ
る
が
如
き
敁
術
進
歩
が
總
て
の
坐
產 

部
門
に
坐
す
る
と
ず
れ
ば
、
そ
の
何
れ
の
部
門
に
於
い
て
も
一
部
の
資
本
と
典
に
解
放
せ
ら
れ
る
勞
働
苕
は
存
す
る
こ
と
が
な
い
。
藍 

し
こ
の
場
合
は
生
産
の
均
衡
が
破
れ
る
こ
と
な
く
、
單
に
資
本
組
成
の
^:
度
化
が
行
は
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

か
く
て
ヶ
ー

ラ

ーは
、

一
次
的
勞
働
者
解
放
は
當
該
生
產
部
門
の
技
術
的
進
步
に
因
る
資
本
の
密
度
化
の
程
度
に
依
存
し
、
技
術
的 

進
步
が
全
坐
產
部
門
に
渡
つ
て
一
般
に
行
は
れ
る
場
合
に
も
、
そ
の
事
情
に§

i

化
な
し
と
す
る
。
即
ち
彼
の
主
張
せ
ん
と
す
る
所
は
、
 

リ
カ
ア
ド
ー
、
ま
た
特
に
マ
ン
シ

ュ
テ
ッ
ト

に
對
し
て
、

一
次
的
勞
慟
者
解
放
が
生
産
カ
の
增
進
の
程
度
に
依
る
の
で
は
な
く
、
資
本

密
度
化
の
程
度
に
依
つ
て
決
宛
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
に
あ
る
。

更
ら
に
問
題
を
轉
じ
て
、
.ヶ

ー

ラ

ー

は
此
處
で
補
償
の
可
能
性
を
檢
討
し
て
ゐ
る
が
、
.彼
の
理
論
は
補
償
の
可
能
性
を
全
面
的
に
否

定
し
て
ゐ.
る
。
'

機
械
の
坐
產
に
於
い
て
解
放
せ
ら
れ
た
る
勞
働
苕
は
財
貨
需
要
の
方
面
か
ら
脫
落
す
る
。
假
り
に
機
械
盡
部【

に
於
い
て
坐
產
カ 

が
資
本

の

.密

度

化

と

同

麗

に

咐
進
す
る
と
す
れ
ば
、
從
來
ょ
び
も
少
數
の
勞
働
者
が
從
前
同
様
'の
坐
產
額
を
維
持
す
る
。
此
處
で
生 

產
物
.の
僳
格
及
び
賃
銀
に
變
化
な
し
と
す
れ
ば
、

一
部
勞
働
者
の
解
放
.に
依
つ
て
節
約
せ
ら
れ
た
賃
銀
額
は
利
潤
に
變
化
す
る
。
こ
の

利
潤
か
ら
菩
々
は
補
償
の
可
能
牲
が
考
へ
得
ら
れ
る
か
。 

'

利
微
が
單
に
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
激
の
需
要
に
置
き
代
る
場
合
に
は
、
問
題
が
單
純
で
あ
つ
て
殆
ん
ど
說
明
を
必
要
と
し
な
い
。
其 

處
で
利
潤
の
獲
得
#
が
勞
働
蕃
の
需
要
對
象
物
以
外
の
も
の
を
需
要
す
る
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
事
情
が
坐
ず
る
か
。
こ
の
場
合
に
は 

需
要
の
變
化
に
應
じ
て
消
費
財
生
產
者
間
に
一
部
の
資
本
と
勞
働
の
移
行
が
虫
ず
る
に
過
ぎ
な
い
。
若
し
こ
の
移
行
が
不
可
能
な
場
合 

に
.は
、
勞
働
者Q

解
放
が
此
處
に
も
生
ず
る
こ
と
、
なる。更
ら
に
若
し
機
格
が
低
下
す
る

'と
す
れ
ば
、
機
械
需
要
者
は
そ
れ 

だ
け
®
買
力
を
節
す
t

と
が
出
來
、
此
處
に
節
せ
ら
れ
た
雙
カ
が
ま
た
彼
S

薩

_

を
_
太
す
る
た
め
に
利
用
せ
ら
れ
る
と 

す
^
-ば
、
そ
の
結
集
は
先
き
の
場
合
と
全
く
同
檨
で
あ
つ
て
、
そ
の
孰
れ
の
場
合
に
も
勞
働
需
要
の
增
大
は
現
は
れ
て
來
な
い
。

し
か
し
若
し
利
濶
收
得
者
に
し
て
、
リ
カ
ア
ド
ー
の
例
に
從
つ
て
、
何
等
坐
產
手
段
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
き
人
の
勸
勞
を
需
め
る 

と
す
れ
ば
.、
ri
か
に
売
金
な
補
償
作
用
が
期
待
さ
れ
得
る
。
し
か
も
尙
ほ
吾
々
は
此
處
で
次
ぎ
の
如
き
事
情
を
更
ら
に
考
描
し
て
見
る
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)

，

こ
I

I

で
あ
る
。
即
ち
、
若
し
技
術
の
.進
歩
の
：結

果

同
S

資
本
を
以
つ
て
、；
少
數
S

働

者

が

從

來

ょ

り

も

少

額

の

社

直

產
 

物
を
靡
す
る
と
す
れ
ば
、
企
業
家
の
收
得
す
る
利
漂
節
約
せ
ら
れ
た
る
賃
銀
ょ
.
り
も
$

參
の
例
に
從
っ
て
、
人
の
I

に
支
拂
は
れ
る
と
し
て
も
、
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
者
に
對
す
る
完
全
I

償
作
用
は
期
待
さ
れ
得
な 

に
補
償
が
可
能
I

、
|

の
は
，正

し

い

。

そ

れ

は

1

と
し
て
.
か
く
の
.如

く

人I

l

f

重

一

方

に

於

"

'る
技
術
的
,

に
f

資

本

裏

Q

笑
に
對
す
る
反
對
作
用
I

味
し
、
從
つ
て
社
會
军
均
資
本
密
度
I

I

下
艺
め
る
こ

と
、
な
る
に
等
し
い
o 

、

丨

し
か
し
乍
ら
、
解
放
せ
ら
れ
た
I

力
を
S

生

產

議

に

吸

收

し

得

ん

が

た

め

に

は

、

.
一

般

に

更

ら

に

追

加

的

霧

設

備

が

必

要

で
あ
る
。
I

I

め

暴

Q

I

蕾

し

て

i

i

?

昼

蒙

靈

i

l

澗
I

ハ

て
行
は
れ
る
。
唐
で
先
き
に
問
題
と
し
た
所Q

..

第
八
表
に
就
い
て
と
れ
S

る
に
、
機

械

唐

部E
Z
I

生
f

利
潤
全
額
が
年
 々

蓄
積
.せ
ら
れ
る
も
の
^
す
れ
ば
、
そ
れ
1

0
單
位
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
社
會
的
平
均
資
本
密
度
は
3

1
る
。
足
つ
て
一 

S

に

蠢

疆

に

吸

收

せ

ら

れ

得

る

勞

働

量

は

僅

か

I

あ
り
、
夫
れ
故
に
I

位

の

被

解

馨

働

ヵ

皇

產

過

程
に
吸
收
し
得
n

.

 

f

 

f

 

f
長
i

l

資

雲

f

 

I

す

畫

碧

で

I

。
I

 

倚

ほ

此

處

に

以

志

所

證

_

を
な
す
I

l

f

學

る

ヶ

1

1

謹

馨

管

置

に

盟

す

き

と

が

、
無
f

.義
で
は
無
か
ら
う
。
上
述Q.

所
論
、
ま
H

S

I

積
に
f

s

Q
可
能
性
S

す
I

m

l

跫
明
か
な
や

.に
、
資
本
の
密
度
が
增
大
し
、
—

勞
働
者
の
解
放
は
資
本
の
密
度
化
の
程
度
に
應
じ
て
增
加
す
る.

—

こ
れ
に
反
し
て
新
資
本
の
形 

成

.の
其
礎̂
を
な
す
利
潤
が
小
な
れ
ば
小
な
る
だ
け
、
補
償
作
用
は
益
ミ
困
雛
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
利
潤
の
大
小
は
生
産
力
の
大
小
に
應 

じ
て
變
動
す
るL

が
故
に
、
補
償
の
可
能
性
は
一
般
的
に
沄
へ
ば
次
ぎ
の
如
く
に
な
る
:0
即
ち
、

技
術
の
進
步
が
行
は
れ
た
.る
結
猓
、
資
本
の
密
度
化
が
增
進
し
、
し
.か
も
生
産
力
の
：增
進
の
程
度
哳
そ
れ
に
及
ば
な
い
場
合
に
は
、 

兩
者
の
發
股
の
程
度
の
差
だ
け
勞
働
者
の
解
放
は
增
大
し
、
且
っ
ま
た
そ
.の
補
償
は
そ
れ
だ
け
益
$
困
難
.と
な
る
0

(

餘
六
.

〕

ヶ
ー
ー
フ
ー
は
牢
々
藉
積
せ
ら
れ
る
利
潤
を
3
0.0
5と
し
て
計
算
し
て
ゐ
る
が
、
私
は
便
宜
上
珙
純
に
第
八
表
に
示
さ
れ
た
3
0の
數
値
を 

以
っ
て
計
算
し
た
。

.

尙
ほ
こ
の
補
償
に
要
す
る
印
限
の
計
箅
は
、
別
に
彼
の
云
ふ
が
如
く
、
第
七
及
び
第
八
表
の
坐
篚
資
本
總
額
の
差
、即
ち
*l
o>
丨

CO11SH773 

を
狞
の
部

蓄
積
額
で
割
っ
て
も
亦

同
樣
の
結
果
に
到
達
し
得
る
。
：

:

:

.
ノ
 

,

.

.

.

.r
 

.. ' 

. 

. 

: 

'

f 

■
六

時
に
理
論
的
に
は
賃
銀
の
下
落
が
勞
働
力
に
對
す
る
孺
要
を
强
化
し
"
從
っ
て
そ
れ
は
補
償
作
用
を
有
す
る
も
や
で
あ
る
と
劳
ぺ
ら 

れ
：て
ゐ
.る
が
、
.■こ

■れ
に
對
す
る
ケ
ー
.ラ
ー
の
.見
解
は
凡
.そ
.次
^
の
如
く
で
.
.あ
る
。
:.

.他
の
'事
情
に
し
て
同
一
で
あ
る
と
す
れ
.ば
、
賃
銀
の
低
下
は
利
潤
の
增
大
支
意
味
す
：る
。
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
者
の
重
腿
の
下
に
赞 

銀
ガ
下
落
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
利
潤
が
增
加
し
、
利
潤
の
補
償
作
用
に
就
い
て
は
全
く
前
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し 

:
_米
こ
の
場
合
に
は
技
術
の
進
歩
に
恶
づ
く
合
理
.化
利
潤
の
外
に
.利
潤
が
追
加
的
に
增
大
.す
る
：.の
で
あ
：っ
て
、
若
し
そ
.の
利
潤
の
全
額

V

ル
フ
レ
ッ
ト
•
ヶ

ラ

I

の
勞
働
者
解
放
理
論 

汍

一

(

八
八
一〕



•

ァ
ル
フ
レ
少
ト
.
.ヶ
ー
ラ
|

の
勞
働
漭
解
放
理
論
.'
.

む
ー
一

(

八
八
ニ)

が
蓄
積
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
解
放
せ
ら
れ
た
勞
働
者
を
再
び
生
產
謹
に
全
部
吸
收
し
得
る
g

る
年
限
は
小
と
I

で
あ
ら
ぅ
。 

し
か
1
ヤ
ち
、
賃
銀
の
下
落
に
關
し
て
.
.は
蒂
々
は
別
に
考
ふ
べ
き
事
情
を
有
し
て
ゐ
る
。

先
づ
ヶ
i
フ
1
は
賃
糧
下
の
補
償
作
用
に
關
し
て
•
.そ
れ
が
I

I

一
 
資
本
密
度
に
於
い
て
よ
I

く
の
勞
働
者
を
雇
儆
す
る 

こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
、
ボH 

i

の
見
管
否
定
す
る
。
し
か
し
賃
銀
の
低
下
が
資
本
崖
の
大
な
る
塵
の
收
益
を
抹 

殺
す
I

い
ふ
、
點
に
於
け
る
ボ
r

ム
の
補
償
作
用
の
期
待
は
、彼

I

認
す
る
所
で
あ
る
。
賃
銀
促
下
に
關
し
て
彼
が
l

i
是
認 

し
得
f

做
す
所
は
單
に
次
ぎ
の
點
で
あ
る
。
即
ち
、
霞

の

®

下
は
技
術
的
水
準
に
於
い
て
遲
れ
た
る
、
よ
り

多
く
の
勞
働
者
を
雇 

傭
す
る
、
資

本

震

Q

よ
り
小
な
る
產

を
し
て
却
？

荷
利
な
.ら
し
め
る
。
從
つ
て
I

程
度
の
賃
銀
®
下
に
依
つ
て
技
術
の
|

ノ 

を

馨

し
、
.從
つ
て
一
方
舊
I

技
術
下
に
於
け
る
勞
|

要
に
好
都
合
に
作
用
し
、
他
方
更
ら
に
|

者
の
解
f

れ
る
こ

と
を

姐
止
すK

。。

し
か
し
彼
は
ま
た
此
處
定
更
I

一
定Q

限
度
の
存
す
る
こ
き
認
め
言

#

る
も
の
で
t

。
少
し
く
彼
の
說
明 

に
從
へ
ば
次
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

»

#
漂

1

1

 

S

0
 

0

0

0

燔

サ

蘩

盼

陳

盤

S

齚 

_

H-
H

s

o

o

2

0

3

0-S
-

0

-
0
0 

7
0
0

 

—

•

輝

義

ム

•
謹

10 

3
0

 

3
g 

i

達

I

右
の
第
二 Q

場
合
は
m

依
っ
て
資
本
靈

|

加
し
、
S

Q
勞

馨

I

放
し
• 
_

霖

管

詈

す

こ

と

を

可

能
 

に
す
る
。
し
力
し
こ
の
場
合
假
り
に
賃
銀
が
低
下
し
て2

G

と
な
つ
た
と
す
れ
ば
、
次
ぎ
の
如
き
事
情
を
招
來
す
る
。

0
0
M
0 

0

0
 

.
 
n

.

 

^

1
 

8

郯

黨
 

I

o

o

o

2

0

2
0
. 
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l

o

o

M

o

o
 

2
0
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郯

霸
 

jj 
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0
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2
0
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0

0

s
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0

0

2
0
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即
ち
賃
銀
が
s
か
ら2

0

に
您
下
し
た
こ
と
に

依
っ
て
、
そ
の
孰
れ
の
場
合
に
も
今
や
同
額
の
利
潤
が
生
ず
る
こ
と
、
な
る
。

そ
し
て 

更
ら
に
若
し
賃
銀
が
低
下
す
る
も
の
と

す
れ
ば
*
舊
坐
產
技
術
の
下
'に
於
け
る
生
產
の
方
が
遙
か
に
有
利
な
も
の
と
な
る

o
蔻
し
こ
れ 

以
上
贾
ら
に
賃
銀
一
單
位
だ
け
©
下
す
る
每
に
技
術
I
の
場
合
に2

0

技
術
n

の
場
合
に
-
0の
利
潤
を
坐

ぜ
し
め
る

か
ら
で
あ
るO
從 

っ
て
か
く
の
如
き
事
愦
の
下
に
あ
っ
て
は
、
賃
銀
が
稗
び
上
昇
せ
ざ
る
限
り
、
も
は
や
技
術
^
の
場
合
の
新
技
術
の
追
及
は
行
は
れ
な 

く
な
る
。

し
か
し
乍
ら
、
五C

々
は
ま
た
次
ぎ
の
如
き
場
合
、
即
ち
生
產
額
に
變
化
な
き
場
合
を
考
慮
し
て
見
れ
ば
、

燐

丧

萡

m
m
錄

鐵

0

0

醤

議

$

0
 

I

議

輝

凳

网
 

1
0
0
0

 

2
0

 

3
0

 

6
0
0 

1
0
0 

7
0
0 
-

-

鄉

,S
J 

S
Q
0

 

15 

30 

4

5

0

i
 

N

o

o

^
0 

こ
れ
等
の
場
合
に
は
贊
鈒
が
零
と
な
る
ま
で
技
術
I
の
場
合
は
有
利
と
は
な
ら
な
い
。
.蓋
し
賃
銀
が
零
に
至
っ
て
初
め
て
双
方
に
同
額 

6
0
0の
利
潤
が
坐
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
資
本
密
度
の
增
進
に
も
拘
ら
ず
、
坐
產
額
が
同
一
で
あ
り
、
若
し
く
'は
資
本
.

一

單
位
當 

り
の
:̂
產
額
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
は
、
賃
銀
做
下
の
補
償
作
用
は
.金
く
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
ル
フ
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ッ
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•
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ー
ラ
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ル
フ
レ
グ
ト
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ト
テ
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勞
働
者
解
敗
理
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九

四

、
\
'
西
ゾ 

'

，
其

處
で
以
上
を
概
括
し
：て
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
賃
銀
の
低
下
に
依
つ
て
そ
の
技
術
的
進
步
が
阻
害
せ
ら
れ
る
の
は
眾 

に生産力の發

M
が
資
本
密
度
の
增
進
に
及
ば
な
い
や
ぅ
な
技
術
的
進
歩
の
場
合
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
と
と
は
、
前
節
の
所 

論
か
ら
見
て
明
か
な
や
ぅ
に
、
補

償

の

可

能

性

を

困

難

な

ら

し

め

る

こ

.と

で

あ

る

o

 

S

七
ン

更
ら
に
ヶ
;1
]

ラ
.
1
は
貨
幣
問
題
を
多
少
考
慮
す
る
こ
と
に
依
つ
て
補
償
作
用
の
吟
味
を
一
步
進
め
て
ゐ
る
。
そ
の
茇
ふ
所
は
凡
そ
次 

ぎ
の
如
く
で
.あ
る
。 

-

技
術
の
進
步
に
依
っ
て
實
現
せ
ら
れ
た
合
理
，化
利
潤
が
被
解
放
勞
働
者
の
需
要
に
代
る
場
合
に
は
、
貨
幣
は
一
度
勞
働
者
の
手
S

 

る
こ
と
を
賓
略
す
る
こ
と
、
な
る
。
こ
の
こ
と
が
貨
幣
の
流
戀
度
を
增
大
し
.、
骢
ズ
物
價
を
騰
貴
せ
し
め
る
と
す
れ
ば
-
そ
し
て
一 

般
に
勞
.働
賃
銀Q

上
昇
が
俾
は
な
い
もQ

と
す
れ
ば
、
此

變

合

理

化

觀

Q

外
に
、

一
般
に
ィ
ン
フレ

.
.

シ„

ン
利
®
が
生
ず
る
こ 

と
、
な
る
。
其
處
で
更
ら
に
こ
の
.增
大
し
た
利
潤
が
蓄
積
さ
れ
、
.そ
の
補
償
作
用
を
薄
へ
て
見
る
に
、
そ
れ
は
軍
に
前
節
末
尾
に
紹
介 

し
て
置
い
た
.補
償
の
期
間
を
多
少
短
縮
す
る
だ
け
で
あ
■
つ
て
、
芝

.
て
吾
々
は
こ
の
場
合
に
も
被
解
放
勞
働
者
が
急
速
-
且
容
易
に
坐 

產

麗

_に
：冉
吸
收
せ
ら
れ
る
と
は
考
へ
得
な
.

S
。

單
に
そ
れ
許
り
で
.は
な
く
、
ま
た
別
に
彼
雲
ふ
所
に
.從
へ
ば
、
通
裏
術
的
合
理 

化
の
行
は
れ
る
場
合
に
垃
總
生
霧
は
增
加
す
る
の
で
あ
つ
て
、
從
つ
て
吾
々
は
此
處
に
ィ
ン
フ
レ
丨
シ
日

ン

で

は

な

く

、
•
寧

ろ
デ
フ 

レ
ー
シ
日
ン
の
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
るO

力
く
て
前
節
に
續
い
て
此
處
で
も
亦
ケ
丨
ラ
-

は
、
理
論
的
に
從
來Q

補
償
說
の
擧
げ
る
箇
々
の
樂
觀
的
な
補
償
可
能
性
を
退
け
て 

ゐ
る
0

(

故
七〕

以
上
の
賃
銀
低
下
o'
理
諭
上
の
問
魅
に
對
し
て
、
ヶ
ー
ラ
ー
.は
尙
ほ
现
赏
盼
な
筒
銀
問
題
の
考
瓛
と
、
從
づ
て
ま
た
そ
れ
に
關
聯
す
を 

技
術
的
合
理
化
の
問
題
と
を
考
察
し
て
思
り
、
'1
|
.つ
晋
々
に
對
し
て
；犯
ら
に
驻
だ
興
味
あ
る
.所
見
を
披
瀝
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
.此
處
で
は 

m
に
こ
の
琪
に
關
す
る
讀
者
の
注
意
を
促
す
に
化
め
て
置
か
ぅ
。

9

K
5
hler, 

M
. 

3. 

o
. 

s
'

1
3
9

^
o

七

ヶ
ー
ラ
ー
は
大
體
以
上
の
所
說
を
通
じ
て
、
從
來
の
補
償
說
の
樂
觀
的
理
論
を
吟
味
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、 

そ
れ
は
未
だ
嘗
つ
て
試
み
ら
れ
た
る
こ
と
な
し
と
彼
自
ら
自
負
す
る
所
の
、
獨
自
の
勞
働
者
解
放
理
論
の
樹
立
に
.其
-,
-
;つ
い
て
可
能
と
せ 

ら
^

た
も
の
へ
で
あ
る
。

彼
の
學
說
史
的
檢
討
に
從
へ
ば
、
非
理
論
的
マ
ー
力
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
か
ら
シ
ス
■モ
ン
デ
ィ
.に
至
る
勞
働
容
解
放
論
は
一
般
的
需
要
欠 

乏
に
そ
の
遞
礎
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
却
つ
て
後
の
袖
償
說
論
者
に
反
駁
の
好
餌
を
與
へ
て
ゐ
る
。
し
‘か
し
ー
兀
來
勞
働
者 

の
遍
傭
の
問
題
は
資
本
の
問
題
を
中
心
と
し
.な
け
れ
ば
な
ら
な
.い
。
，確
か
に
パ
ー
ト
ン
以
後
，の
勞
働
胬
解
放
现
論
は
こ
の
點
で
は
正
© 

を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、
尙
ほ
彼
は
、
パ
ー
ト
ン
の
謂
ふ
流
動
資
本
に
對
す
る
固
宛
資
本
の
增
加
、
リ
ヵ
ア
ド
ー
の
賃
鈒
恶
金
の
減
少
、 

マ
ル
ク
ス
の
可
變
資
本
の
相
對
的
減
少
、
更
ら
に
銃
一
的
賃
銀
恶
金
と
迀
囘
坐
產
の
.問
題
か
ら
出
發
す
る
ボ
ヱ
ー
ム
の
見
解
、
こ
れ
等 

の
見
解
の
何
れH

も
充
分
滿
足
す
る
こ
と
な
く
、
彼
は
問
題
の
中
心
を
資
本
密
度
の
增
進
に：

來
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
の
密
度 

の
大
小
'i
d
生
產
歧
術
的
觀
點
を
稍
ヒ
忠
實
に
經
濟
學
的
考
察
に
移
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
點
に
、
彼
の
理
論
の
第
ー
の
特
色
が
あ
り
、 

且
つ
.技
術
，の
進
歩
に
邀
づ
く
資
本
密
使
の
增
掘
が
個
.々
の
企
業
か
ら
、
同
種
諸
企
業
を
含
む
一
生
產
部
I1
1]

'

一
，
生

産

部

門

か

ら

全

經
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濟
的
關
聯
を
經
て
社
會
的
平
均
資
本
密
度
の
增
進
へ
と
追
及
せ
ら
れ
て
ゐ
.る
點
に
、
此
の
勞
働
者
解
放
理
論
.の
.第
二
の
特
&

が
在
るo

 

.
-彼
は
こ
.の
勞
働
者
解
放
_

論
を
述
べ
た
後
に
、
現
實
の
技
術
的
迪
步
と
從
つ
.て
ま
た
勞
働
者
解
放
の
'問

題

と

に

補

延

.的

考

察

を

加

へ 

て
ゐ
.る
\0

藉
し
理
論
と
し
て
.の
彼
の
先
き
の
，勞
働
者
解
放
說
は
尙
ほ
種
々
な
前
提
の
上
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
の
限 

P

に
.於
い
て
は
そ
れ
は
未
だ
遥
だ
し
く
現
實
か
ら
遊
離
せ
る
も
：の
で
あ
る
と
.考
へ
ら
れ
る
か
ら
.で
あ
るO

即
ち
彼
の
理
論
は
先
づ
一
つ 

，
の

封

鎖

的

避

濟

循

環

過

程

の

前

提

.の
上
•に
資
本
と
勞
働
の
完
全
な
可
動
性
を
豫
定
し
、
こ
の
經
濟
循
環
過
程
に
於
け
る
動
態
的
要
因
と 

し
て
單
に
技
術
の
進
步
を
取
り
擧
げ
て
ゐ
.る
に
過
ぎ
な
い
.も
の
で
あ
る
。
更
ら
に
經
濟
上
の
種
々
な
る
不
均
衡
性
の
間
題
•
從
つ
て
ま 

'た
景
氣
變
動
の
問
題
の
如
き
は
そ
の
理
論
か
ら
全
く
除
外
.
.せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
實
の
經
濟
决
活
に
は
一
方
で
は
資
本 

密
度
の
增
進
に
依
る
勞
働
者
解
放
の
外
に
、
人
口
#

火
の
問
題
が
あ
り
、
種
々
な
る
技
術
的
進
歩
が
同
時
に
現
は
れ
る
。
こ
れ
g

Jf
し 

て
他
方
で
は
種
々
な
形
態
に
於
け
る
資
本
の
蓄
積
が
進
行
し
、
ま
た
時
に
資
本
密
度
の
增
進
で
は
な
く
し
て
資
本
の
外
延
的
利
用
を
促 

す
技
術
的
觅
新
が
出
現
す
る
。
彼
が
資
本
密
度
の
增
進
.の
上
に
そ
の
勞
働
菪
懈
放
理
論
を
構
成
し
や
ぅ
と
い
ふ
試
み
か
ら
除
外
し
た
現 

實
：の
諸
事
情
の
發
肢
を
考
傯
す
る
こ
と
は
、
彼
の
輕
視
し
な
か
つ
た
重
要
な
一
面
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
現
實
の
諸
事
情
に
關
す
る
彼 

の
解
釋
は
ま
た
多
く
の
悲
觀
的
論
斷
を
以
つ
て
滿
さ
れ
て
居
り
、
且
つ
吾
々
に
對
し
て
問
題
の
多
く
の
示
唆
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
が 

(

蝕
八)

、旣
に
多
く
の
紙
數
を
费
し
た
の
で
、
此
處
で
は
そ
れ
^

割
愛
し
て
、
以
下
彼
の
理
論
の
評
債
に
入
り
度
い
と
思
ふ
。

第

I

に
、
彼
の
勞
働
者
懈
放
理
論
の
中
心
が
技
術
の
迆
歩
に
依
る
資
本
密
度
の
變
化
に
基
づ
い
て
ゐ
る
こ
と
に
法
意
し
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
即
ち
各
秫
資
本
の
消
耗
量
は
そ
の
各A/.

の

.—
*
定
の
保
有
量
と
そ
の
囘
轉
期
間
と
の
.關
係
に
基
づ
き
、
坐
產
に
必
要
な
の
は
寧

ろ
資
本
の
保
有
量
で
あ
っ
て
、
資
本
の
保
有
量
が
勞
働
ヵ
需
要
と
直
接
關
係
す
る
。
そ
し
て
資
本
の
：保
有
量
は
生
產
技
術
に
條
件
づ
け 

ら
れ
る
が
故
に
、
こQ

關
係
は
技
術
の
更
新
に
依
っ
て
動
か
さ
れ
る
。
技
術
の
進
歩
と
失
業
の
問
題
を
資
本
の
問
題
に
、
1

ら
に
資
本 

密
度
の
問
題
に
歸
し
て
、
其
處
か
ら
勞
働
者
解
放
理
論
を
展
開
し
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
に
彼
の
功
績
と
し
て
認
め
ね
.ば
な
ら
な
い
。
し 

か
し
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
種
の
解
放
理
論
的
考
慮
が
旣
に
存
在
っ
i

あ
っ
た
こ
と
も
亦
、
吾
々
は
此
處
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o 

彼
が
マ
ル
ク
ス
及
び
ボ
ェ
ー
ム
に
負
ふ
所
の
相
當
に
犬
で
あ
る
こ
と
は
彼
自
身
の
認
め
る
所
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
例
へ
ば
ミ
ト
一
一
ッ 

ッ
キ
1

Q
如
き
も
次
ぎ
の
如
き
見
解
を
表
明
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ミ
ト
二
ッ
ッ
キ
ー
は
マ
ル
ク
ス
の
見
解
に
從
ひ
な
が
ら
、
資 

本
の
有
機
的
組
成
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
だ
け
、
技
術
の
進
步
が
大
な
れ
ば
大
な
る
だ
け
勞
働
苕
の
解
放
は
大
で
あ
り
、
更
ら
に
勞
働 

1:
1:

ぬ
か
i

l:
歡

か

U

、
瓜
1:
1;
:̂
|:
队
|;
^

^

|:
む

1"
レ
、
と
•
の
結
論
を
述
べ
て
ゐ
る
。(

註
九〕 

ミ
トu

ッ
ッ
キ
.丨
の
結
論
は
*

先
き
に
示
し
て
置
い
た
ヶ
ー
ラ
ー
の
技
術
的
進
歩
の
諸
形
態
中
の
正
に(

24)

の
も
の
に
相
當
し
、
ヶ
ー 

ラ
ー
自
身
こ
の
場
合
を
取
っ
て
彼
の
蛘
放
理
論
の
展
開
に
役
立
た
し
め
て
ゐ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
更
ら
に
ま
た—

何 

故
か
ヶ
ー
ラ
ー
が
全
然
無
視
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る(

註
一
〇)

_
_
ジ

ュ
ー
デ
ン
ホ
ル
ス
ト
も
亦
旣
に
凡
そ
次
ぎ
の
如
く
連
べ
て
ゐ
る 

の
で
あ
る
。
そ
の
時
々Q

技
術
の
狀
態
に
從
っ
て
勞
働
力
の
有
利
な
る
利
用
の
た
め
の
最
偁
限
と
し
て
、
益
る
多
额
の
資
本
が
個
々
の 

經
濟
部
門
に
流
用
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
資
本
密
度
の
大
な
る
產
業
に
勞
働
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
依
つ
て
失
業
者
を
搏
吸
收
し
や
ぅ
と 

す
る
期
待
を
益
ミ
小
と
す
る
。

1

經
濟
が
そ
の
資
本
密
度
の
一
般
的
水
準
を
高
め
る
だ
け
、
構
成
的
失
業
の
持
續
的
W

吸
收
は
益
そ
緩 

慢
に
行
は
れ
る
に
至
る
。
蓋
し
雇
傭
勞
働
者
ー
人
當
り
の
調
達
せ
ら
れ
る
資
本
額
は
ょ
り
大
と
な
る
か
ら
"で
あ
る
と
.。
蝨

一
■一〕

.ア
^

フ
レ
ッ
ト
‘
ヶ
ー
ラ
ー
の

勞
働
者
解
放
理
論 
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ジ
ュ
ー
デ
シ
ホ
ル
ス
ト
及
び
ミ
ト
一
一
ブ
ッ
キ
1

の
見
解
の
存
在
の
故
に
、
.私
は
.勿
論
一

ケ

ー
ラ

ー

の

努

力

を

輕

視

し

や

う

.と

袞

ふ

の

で 

は
な
い
。
そ
れ
.に
も
拘
ら
ず
、
吾
々
は
依
然
と
し
て
資
本
密
度
CD
#
化
に
甚
づ
く
解
放
理
論
の
擴
充
發
展
の
努
力
を
彼
に
認
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ち

し
か
し
乍
ら
、
他
面
彼
の
理
論
に
は
尙
ほ
不
充
分
で
あ
.る
點
が
往
々
指
摘
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
.う
。
例
へ
ば
、
彼
は
特
に
物
價
の
低
落 

を
問
題
と
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
資
本
密
度
の
計
算
が
、
先
き
に
指
摘
し
'て
置
い
た
や
う
に
技
術
的
條
件
を
含
ん
で
ゐ
る
が
故
に
、 

資
本
の
價
値
變
動
に
依
つ
て
誤
ら
れ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
云
は
う
と
す
る
に
過
ぎ
な
いo

そ
し
て
そ
れ
以
上
の
問
題
に
觸
れ
て 

ゐ
な
.い
の
で
あ
る(

驻 
一
二)
。
し
か
し
旣
に
讃
蓉
も
知
ら
れ
る
や
う
に
、
物
價
0
低
落
は
消
費
者
に
購
買
カ
の
餘
剩
を
生
ぜ
し
め
る
こ 

と
で
あ
り
、
：從
つ
て
こ
の
餘
剩
購
買
力
か
ら
、
補
償
說
論
者
は
一
，般
に
、

一
方
で
は
資
本
の
蓄
積
を
I
他
方
で
は
消
費
坐
活
の
擴
ま
、 

擴
大
の
希
望
に
從
ふ
需
要
の
增
大
、
從
つ
て
そ
れ
に
應
ず
る
生
產
の
擴
大
を
說
い
て
、
此
處
に
補
償
作
用
を
期
待
し
や
う
と
す
る
の
で 

あ
る
が
、
ケ
1
ラ
ー
は
全
く
こ
の
問
題
を
吟
味
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
る
o
更
ら
に
彼
の
理
論
は
そ
の
出
發
點
に
於
い
て
利
潤
な
き
も 

の
と
の
前
提
に
立
つ
て
ゐ
る
が
、
そ
し
て
彼
は
單
に
合
理
化
利
潤
に
就
い
て
の
み
そ
の
補
償
作
用
を
昤
味
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
が
、資 

本
の
形
成
に
對
し
て
は
勿
論
彼
の
考
虛
外
に
置
い
て
.ゐ
る
普
通
利
潤
も
亦
考
傯
さ
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
勿
論
で
あ
るC

そ
の 

外
彼
の
理
論
か
ら
意
識
的
に
.除
外
せ
ら
れ
て
ゐ
る
諸
問
題
、
例
へ
ば
按
術
的
進
歩
の
速
度
、
或
は
技
術
の
進
歩
.に
蕋
づ
く
新
產
業
の
創 

出
.、
即
ち
資
本
の
外
延
的
利
用
の
摘
大
等
の
問
題
が
、
理
論
的
に
吟
味
さ
れ
て
恐
ら
く
は
ま
た
然
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。 

し
-か
し
こ
れ
等
の
問
題
に
就
い
て
、
或
は
こ
れ
以
上
に
渡
つ
て
彼
の
理
論
を
表
々
す
る
た
め
に
は
、
も
は
や
彼
自
身
の
理
論
の
枠
內
に

止
って..

ゐ
る
こ
と
.は
不
可
能
で
あ
つ
て
、
吾
々
は
更
：ら
に
觀
點
を
移
し
て
彼
の
理
論
を
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

.，
本

節

の

，
初

め

に

私

が

指

摘

V
て
置
い
た
や
う
に
、
ヶ
ー
ラ
ー
は
決
し
て
技
術
の
進
步
と
失
業
の
問
題
に
關
し
て
現
實
の
諸
事
象
を
解 

釋
す
る
こ
と
を
輕
視
し
て
は
居
な
いが

、
，..

彼
の
理
論
自
體
は
相
當
に
現
實
か
ら
释
離
し
た
も
の
で
あ
る
o
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
私 

が
本
論
の
胃
頭
に
譲
者
に
注
意
し
て
置
，い
た
所
の
、
彼
の
理
論
に
：對
し
て
，彼
自
ら
.が
與
へ
た
諸
限
定
の
裡
に
既
に
明
か
に
觀
取
し
得
ら 

れ
■る
所
で
あ
る
。
今
私
は
こ
れ
を
問
題
と
し
て
見
た
い
。
そ
し
て
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
彼
の
解
放
理
論
の
方
法
論
上
の
問
題
を 

問
題
.と
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

:

.便
宜
上
私
は
先
づI

っ
の
問
題
か
ら—

勿
論
そ
れ
は
：

g

も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
.

——

出
發
し
や
う
。
ヶ
ー
ラ
1
は
先
き
に
指
摘 

し
て
镫
い
た
や
う
に
、
勞
働
者
解
放
理
論
が
就
業
勞
働
者
數
の
絕
對
的
減
少
を
證
明
し
や
う
と
す
る
も
の
.
.で
な
い
と
謂
ふ
。
蓋
し
過
去 

の
事
實
は
明
か
に
か
く
の
如
き
現
象
の
存
往
を
否
定
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
0
確
か
.に
何
人
も
亦
こ
の
點
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0 

然
ら
ば
彼
の
理
論
は
如
何
な
る
意
味
に
於
け
る
勞
働
考
の
解
放
を
吾
々
に
敎
へ
や

う

と
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
囘
答
は
至
極
簡
單
で
あ 

る
。
即
ち
彼
の
理
論
は
技
術
の
進
歩
に
依
っ
て1

0
0
0

の
勞
働
量
の
一
部
分
が
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
を
說
く
も
の
で
あ
っ
て
、
明
か
に
就 

業
勞
働
者
の
證
的
減
少
を
證
明
し
や
う
と
し
て
ゐ
る
？
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
問
題
は
存
し
な
い
。
こ
の
至
極
單
純
な
彼
£
思
1
上
の 

矛
盾
は
何
に
遨
づ
い
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
が
吾
々
に
取
っ
て
寧
ろ
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

勞
働
者
解
放
理
論
が
就
業
勞
働
#
數
の
絕
對
的
減
少
を
問
題
と
十
る
も
の
.
_で
な
い
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
必
ず
人
口
增
加
の
問
題
を
同 

時
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
も
旣
に
產
業
豫
備
軍
に
關
し
て
、「

總
資
本
の
增
大
に
っ
れ
て
ょ

り

急
速
に
進
行
す

ア
ル
フ
レ
ッ
ト
•
ヶ
丨
ヲ
ー
の
勞
働
者
解
敢
理
論
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0
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る
可
變
資
本
分
の
か
、
る
相
對
的
減
少
は
、
他
方
で
は
反
對
に
勞
働
人
口
の
'絕
對
的
增
加
が
可
變
資
本
の
、
若
し
く
は
勞
働
紫
.の
雇
傭 

手
段
の
增
大
よ
り
も
常
に
よ
り
急
速
に
進
行
す
る
と
い
ふ
外
觀
を
採
つ
て
現
は
れ
る
。」

S

1

三)

と
い
ふ
、
相
對
的
過
剩
人
ロ
の
出
現 

を
說
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
ま
た
ヶ
ー
ラ
ーQ

理
論
上
の
意
圖
に
從
ベ
ば
、
彼
の
解
放
理
論
は
人
口
の
增
加
と
無
關
係 

で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
其
處
で
吾
々
は
彼
の
理
論
を
以
つ
て-

彼
自
ら
人
ロ
增
加
の
問
題
と
の
無
關
係
を
主
張
す
る
こ 

と
に
依
つ
て
、
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
淵
に
投
入
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
沄
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
方
法
論
的
に
は
、
彼 

の
理
論
が
尙
ほ
補
償
說
に
通
有
な
靜
態
现
論
と
し
て
の
鞲
造
を
與
ベ
ら
れ
て
ゐ
る
、
と
い
ふ
こ
と
k

一
 
致
す
る
0
勿
論
彼
は
別
の
所
で 

補
償
說Q.

靜
態
，理
論
を
拒
否
す
る
か
の
や
ぅ
な
言
葉
を
述
.ベ
て
居
氏
、
£

1

四)

ま
た
後
'に
彼
が
解
放
理
論
を
檢
證
す
る
た
め
の
實
證 

的
硏
究
を
試
み
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
彼
は
全
く
上
述
の
解
放
理
論
家
と
は
異
つ
て
、
其
處
で
は
動
態
理
論
と
し
て
の
解
放
理
論
を
說
く 

者
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
°(

餓
1
五〕

此
處
で
私
は
讀
者
に
對
し
て
、
私
が
先
き
に
紹
介
し
た
レ

ー

デ

ラ
ー
の
解
放
理
論
に
對
す
る
方
法
論
的
立
場
を
憶
ひ
起
し
て
戴
き
度 

い

と
思
ふ

。
■(

註
一
六)

彼
に
あ
つ
て
は
靜
態
理
論
と
し
て
の
i

說
を
否
定
す
る
こ

と

は

、
動
態
理
論
と
し
て
の
解
放
說
を
說
く

こ

と 

で
あ
り
、
彼
は
遊
だ
手
際
よ
く
彼
の
.理
論
中
に
人
口
增
加
の
問
題
を
攝
取
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
菩
々
は
こ
の
點
で
先
づ
ヶ
ー 

ラ

ー

の
理
論
が
•

そ
れ
に
先
ん
ず
る
レ

ー

デ

ラ1

の
理
論
か
ら
見
る
と
、

遊
だ

し

く
後
退
せ
る
も
の
で
あ
る
と

評
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
で
あ

ら

ぅ

。

し
か
の
み
な
ら
ず
、
更
ら
に
私
は
レ
ー
デ
ラ
ー
の
所
論
に
對
此
し
て
ケ
ー
ラ
ー
の
所
見
が
第
二
の
後
退
を
示
し
て
居
る
こ
と
を
附
言

し
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
レ
ー
デ
ラ
ー
は
柚
象
的
理
論
の
構
成
か
ら
出
發
し
て
、

一
歩
く
現
實
事
象
の
理
論
的
理
解
を
そ
れ
に
附

加
し
て
行
か
う
と
努
め
て
ゐ
る
が
、
ヶ
ー
ラ
1
の
理
論
は
彼
の
現
實
理
解
か
ら
は
相
當
の
距
離
を
以
つ
て
寧
ろ
引
き
離
さ
れ
て
居
り
、

從
つ
て
彼
の
理
論
は
現
實
か
ら
遊
離
し
て
、
單
に

一

箇
の
抽
象
理
論
た
る
に

止
ま
つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
を
要
す
•る
に
、
勞
働
者
解
放
理
論
は
旣
に
マ
ル
ク
ス
に
於
い
て
も
、
レ
ー
デ
ラ
ー
に
於
い
て
も
動
態
理
論
と
し
て
、
或
は
經
濟

的
發
展
の
法
則
と
し
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
吾
々
は
今
日
補
償
說
並
に
勞
働
者
解
放
說
の
吟
味
に
際
し
て
、
こ
の
方
法
論

上
の
問
題
を
輕
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
カ
說
し
て
、
ひ
と
先
づ
ケ
ー
ラ
ー
の
勞
働
絜
解
放
理
論
の
評
慣
を
終
り
度
い
と
思
ふ
。

(

評
八)

ヶ
ー
ラ
ー
は
後
に
、r

技
術
的
失
槳
理
論
の
檢
證
の
問
題」

と
い
ふ
論
文
ハ
英
文
}
を
公
に
し
て
居
り
、
ァ
メ
リ
ヵ
及
ぴ
ド
，イ
ッ
の
統
計
的 

資
料
に
菡
づ
い
て
現
®!
に
技
術
的
失
槩
の
存
在
を
說
明
し
や
う
と
試
み
て
ゐ
る
。
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你
ほ
彼
の
こ
の
試
み
は
、
私
が
先
き
に
本
誌
上(

本
誌
第
三
十
卷
第
七
號)

に
紹
介
し
た
ゥ
ォ
ィ
テ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
研
究
と
共
に
、
技
術
的
炎 

業
に
關
す
る
實
證
的
硏
究
と
し
て
蜇
要
視
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
序
に
附
言
し
て
置
か
う
。
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ヶ

ー
ラ
1
は
私
が
.次
ぎ
の
註
に
揭
げ
る
ジ
‘

1
デ
ン
ホ
ル
ス
ト
の
論
文
を
、
彼
の
薺
作
の
末
禺
に
あ
る
參
考
文
献
の
指
示
中
に
も
示 

し
て
ゐ
な
い
。 
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四)

ヶ
i

フ
丨
は
偶
.之

1補

篇

馨

は

勞

響

の

〈

I

糧

■へ
の)

W
編
入
を
以
つ
i

ら
現
存
i

麗

素
の
8

内
均
短
こ
か
， 

る
も
の
と
す
る
が
、駿

理

論

は

こ
.の
た
め
I

相
當
の
期
間
に
渡
つ
て
f

行
は
れ
得
ろ
励
態
論
變
化
を
I

て
ゐ
る
。
|

ベ
て
ゐ
る
。

(

註
ー
：6

註
八
に
示
し
.て
置
い
..た
彼
.の
英
文
の
論
文
を
見
ょ
。

：.

.

(

註

一

六〕
拙
稿
、
..

(

本
誌 

'
璧

十

卷

.
第
十
二
號
ぃ
參
考
。 

、

'

て 

(

昭
和
十
二
牢
五
月
二
十
四
日
槁
了)

維

新

直

前

(:
お
け
ろ
百
姓
一
揆
'
の
報
告

(

社#經濟史資

料

紹

介)

、
 

野
村
兼
太
郧

明
治
維
.新
直
前
の
社
會
狀
態
が
極
め
て
不
安
不
定
で
あ
り
、
民
心
の
動
搖
が
烈
し
か
つ
た
こ
と
は
、
何
人
も
認
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ 

て
、
敢
て
赘
言
を
要
し
な
い
。
從
っ
て
そ
の
直
前
に
お
ゐ
て
多
く
の
百
姓
一
揆
が
頻
繁
に
勃
發
し
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
。 

從
來
の
艇
廹
的
强
制
が
緩
ん
だ
た
め
に
"
平
常
の
不
平
が
爆
發
し
た
も
の
も
あ
ら
う
。
即
ち
維
新
に
際
し
あ
ら
ゆ
る
機
構
が
崩
れ
か
X 

ゃ
、
新
し
き
制
度
は
未
だ
出
來
上
ら
ず
、
地
方
に
依
っ
て
，は
全
く
無
警
察
の
狀
態
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
又
幕
末
に
お
け
る
急
激 

な
物
債
騰
貴
は
貧
農
の
！：：常
坐
活
を
も
脅
す
に
至
っ
た
。
.そ
し
て
そ
の
不
平
が
豪
農
や
豪
商
.に
向
け
ち
れ
た
こ
と
も
自
然
で
あ
ら
う
。

し
か
し
今
こ

、

に
こ
の
時
期
の
百
姓j

揆
の
木
質
を
鮮
明
に
し
.‘よ
う
と

琴
ふ
の
で
は
な
い
。
又
そ
れ
が
そ
の
以
前
の
百
姓一

揆
と
如 

何
な
る
點
に
お
ゐ
て
相
違
す
る
か
、
又
明
治
以
後
の
も
の
と
は
如
何
か
な
ど
と
云
ふ
問
題
を
取
扱
ば
ん
と
す
る
の
で
も
な
い
。
唯
こ
の 

時
代
に
各
地
に
起
っ
た
百
姓
一
揆
に
關
す
る
各
藩
そ
の
他
の
當
局
者
の
^
^

へ
の
報
吿
そ
の
他
を
年
代
順
に
^
八
ヵ
し
よ
う
と
思
ふ
ば
か 

り
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
等
は
多
く
公
の
報
街
な
る
が
故
に
却
っ
て
著
し
く
手
加
減
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
っ
そ
れ
は
天
領
に
關
す
る 

も
の
.が
多
い
。
し
か
し
そ
の
裘
酣
に
隱
れ
て
ゐ
る
事
情
を
想
像
す
る
と
、
簡
單
な
報
吿
で
は
あ
る
於
、
多
く
の
興
味
を
覺
ゆ
る
も
の
で 

_
新
脏
前
に
お
け
る
西
姓
1
揆
の
'報
齿 

：ー
〇
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